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全学部部
共通基盤
科⽬

デジタルアプリA 2 必修
社会で必要な情報活⽤技術として、⽂書作成、およびインターネット活⽤（サイト検索、メール）の⽅法
を、パソコン演習を通して修得する。演習では毎回、各アプリケーションを利⽤した課題作成を⾏い、課題
作成の中で、必要な操作の習熟を⾏う。 ◎ ○ 4, 9

全学部部
共通基盤
科⽬

デジタルアプリB 2 必修
社会で必要な情報活⽤技術として、発表資料の作成、表計算の⽅法を、パソコン演習を通して修得する。演
習では毎回、各アプリケーションを利⽤した課題作成を⾏い、課題作成の中で、必要な操作の習熟を⾏う。 ◎ ○ 4, 9

全学部部
共通基盤
科⽬

アカデミック・スキル
ズ

2 必修
1.⾼等学校と⼤学の学びの違いを理解し、具体的に⾃分⾃⾝で学習計画を⽴てて、到達⽬標に鑑みて、折々に
⾒直し、修正を図れる⾃主⾃律性を体得する。2.単位制度を理解し、それに伴う履修申請、年次計画、成績評
価などに習熟する。3.学内学習施設、学部事務、学⽣課、保健室、相談室など学習をサポートする施設利⽤に
ついて習熟する。4.授業内に求められる学習作法を習得する。

◎ ○ 4, 9

全学部部
共通基盤
科⽬

⽣涯スポーツ概論 2 選択

⽣涯スポーツとは、⽣涯にわたって⽣活の質が向上するように個⼈のライフスタイルに適した運動・スポー
ツを継続して楽しむことである。本授業では、主にスポーツ科学的な観点から運動・スポーツの必要性に対
する理解および運動・スポーツを⾏うため基礎知識の習得を⽬標とする。運動・スポーツの必要性では、健
康・体⼒について考え、⽣活習慣病予防のための運動プログラムを学ぶ。また、運動・スポーツを⾏うため
の基礎知識では、⾝体の構造と機能について学び、エアロビック運動とアネロビック運動の理論と⽅法を学
習する。この授業を履修することにより、健康のために必要な基本的な運動プログラムが作成できる能⼒を
学ぶ

◎ ○ 3

全学部部
共通基盤
科⽬

域学共創プロジェクト
E

2 選択

本授業では、⼼⾷体地としてSDGsの理念から~⾃然に触れながら私たちが未来のためにできることを考える
~プロジェクトを実施する。⼦ども園の計画・設計・建設・運営を企画調査し、令和６年に東⾦市に開園する
「東⾦国際こども園」に対して提案・実践活動を⾏う。多学部の学⽣が協⼒し複数年度の継続的プロジェク
トとして取り組む。施設や保育・保健プログラム、園児募集アイディアを提案し、園庭建設、園児・保護者
向けの国際交流、保健相談、⾃然体験等の各種プログラムの企画・実践を⾏う。東⾦市のひまわり保育園や
東⾦国際こども園の環境整備を⾏い⼦どもたちにとって最善の環境について考え実践する（⾷育・⾷農・環
境整備・企画運営）。⼭梨県⽴⼋ヶ岳少年⾃然の家に宿泊し、⾃給⾃⾜の⽣活を⾏う。⽣ごみや落ち葉、茶
殻などの⽇常⽣活から出たごみから堆肥を作り、旬のものを育てながら堆肥の作りやすさなどの効果を⽐較
する。ビーチコーミング(海辺の漂着物を収集・観察すること)を⾏い、拾った漂流物でのクラフトを⾏う。農
業⼤学校と連携し、花や旬の⾷材を育てる。東⾦市の福祉教育施設と連携しこどもたちが⾃然にふれあい親
しむように⾃然体験プログラムを学⽣が中⼼となり運営し環境を整備する。

◎ ○ 3

全学部部
共通基盤
科⽬

社会学 2 選択 ○

本講義では、「⼈間のパーソナリティを作り出す⼯場」（パーソンズ、T）であり、医療の対象でもある家族
の本質を探ることにより、社会学の本質としての様々な⼈間関係の基礎を学んでいく。
 領域はどこまでも広げて考えることは可能だが、本講義では、とくに医療・福祉的援助にとって重要に
なってくる主な概念を中⼼に理解し、医療や福祉の現場で現場で応⽤できるような知識を⾝につけていくこ
とを⽬的とする。  単なる⽣き⽅指南に堕さないために、家族の恒常的変化と多様性の認識は変わらない底層
として、もう⼀度ニュートラルな視座から「家族」をとらえなおしていく。この視座を⾝につけることを通
して、患者や家族のライフコースに寄り添う援助者としての⽣涯にわたる態度形成のための「気づき」を提
供していく

◎ ○ 3，10

全学部部
共通基盤
科⽬

社会調査 2 選択 ○
この授業では、前半で社会調査に関する基礎的な知識を理解し、作業を通して実践的に調査法を学ぶ。その
作業を通じて、複雑な社会の現実を思い込みにとらわれずに理解するために、客観的な情報を取り出す⽅法
として社会調査という⽅法を体感する。誰もがデータを扱って、読み解く⼒が求められる時代にふさわしい
⼒を習得する

◎ ○ 3，10

全学部部
共通基盤
科⽬

⽇本国憲法 2 選択
⽇本国憲法の理解を通して国政全般の基本的枠組みを知る。その際、国の統治機構や地⽅⾃治制度、現⾏憲
法が掲げる基本原理（たとえば、国⺠主権・平和主義・基本権尊重等々）の考察をなし、その全体像の把握
に務める。さらに、現⾏憲法制定の背景を探ることにより、昨今、話題の護憲・改憲論にも論究する。 ○ ◎ 3，10

全学部部
共通基盤
科⽬

⼼理学 2 選択 ○
将来、医療、福祉等の職に就く者が、⼼理学の基礎的な知識を得ることで、現場において直⾯するであろう
様々な課題や問題の解決策を考える際に多⾯的なとらえ⽅ができるようになることを⽬指し、理解を深めて
いく。 ◎ ○ 3，10

全学部部
共通基盤
科⽬

スポーツ科学A 1 選択
本授業ではスポーツ実技を⾏う。スポーツ種⽬は、競技スポーツ、レクリエーションスポーツ、アダプテッ
ドスポーツから複数の種⽬を選択して⾏う。また、スポーツあるいは体⼒づくりに関連するスポーツ科学の
知識を学習し、安全かつ適切な⽅法でスポーツ・運動を実践する習慣を⾝につけるようにする。 ◎ ○ 3，4

全学部部
共通基盤
科⽬

スポーツ科学B 1 選択

スポーツは、我々の⽣活を楽しく豊かなものにしてくれる。ところが、スポーツを定期的に⾏う者は⼤学⼊
学頃から減少し、その結果、学⽣のなかには⻘年期に必要な体⼒を喪失している者も存在するように思われ
る。本授業では、主に球技などチームスポーツを実践することにより、スポーツの楽しさの体感、体⼒の向
上、仲間とのコミュニケーションの拡⼤およびゲーム運営⽅法の習得の４点をねらいとして展開していく。
スポーツ種⽬は、フットサル、バスケットボール、バレーボール、バドミントン、卓球、インディアカ、イ
ンディアカテニス、アルティメット、テニス、ソフトボール、レクリエーションまたはアダプテッドスポー
ツなどから複数⾏う

◎ ○ 3，4

キャリア
形成科⽬
群

地域ボランティア研修 1 選択

本授業は、学内の教室で実施する全体学習と履修⽣が学外でボランティア活動を主体的に⾏う個別活動を組
み合わせて実施する。全体学習ではボランティア活動についての課題が出され、個⼈や⼩グループで調べ学
習やディスカッションを⾏い、分かったことを発表する。個別活動では、各⼈が⾃分の関⼼のあるボラン
ティア活動への参加を通じて、活動の準備、実施、改善提案を作成する。なお本授業では授業外での実践活
動が必要である

◎ ○ ○ 3

キャリア
形成科⽬
群

福祉疑似体験 2 選択

本授業は、①⾼齢者、障害のある⼈の疑似体験を⾏うことで、不⾃由さ及び⼼理を知る。②⼼地よい⽀援と
そうでない⽀援について意⾒交換し、⽀援のあり⽅について考察する。③福祉環境について考察し、福祉環
境の問題点を明確化する。具体的な内容として、⾞いすによる⾝体障害者体験や点字等による視覚障害者体
験、⼿話による聴覚障害者体験、⾼齢者疑似体験を実施する。これらの疑似体験を通して福祉利⽤者がどの
ような気持ち（不⾃由さ）を感じているのか、どのような⽀援がなされているのかを知り、考察すること
で、利⽤者を取り巻く問題を明確化して、社会福祉の理論学習につなげていく。授業は⽇本語を⽤いて、講
義 演習形式で実施する

◎ ○ 3

キャリア
形成科⽬
群

福祉グローバル基礎研
修

1 必修

海外での研修に先⽴って，学内で事前授業を⾏い，研修地に関する基礎知識の習得及び研修に必要な語学能
⼒のブラッシュアップを⾏う。そのうえで海外に赴いて福祉実践の現場や協定校において研修を⾏い，現地
の福祉の理念や内容について実践的に学ぶ。また，福祉の背景となる現地の⽂化についても，現地の⼤学⽣
との交流を通して学ぶ。帰国後には，研修で学んだ内容についてさらにディスカッションを⾏って理解を深
めたうえでレポート作成 成果発表を⾏う

○ ◎ ○ 3, 11, 17

キャリア
形成科⽬
群

ICT活⽤論 2 選択

本科⽬は福祉の基本的な知識を確認しながら、障害の有無や年齢にかかわらず誰もがより暮らしやすい社会
を実現するために必要な知識を学ぶことを⽬的とする。 ノーマライゼーションの理念を理解し、それを具体
的に推進する考え⽅のバリアフリー・ユニバーサルデザインを学ぶとともに、福祉現場で出会う「福祉機
器」・「福祉住環境」情報機器やネットワークを利活⽤して、ワープロソフト、表計算ソフト、プレゼン
テーションソフトを⽤いて情報の読み書き発信する基礎能⼒を⾝につけることを⽬指します。講義は事前学
習（⼩テスト実施），グループ討議を中⼼に，視覚教材や実際の機器を活⽤しながら提⽰・解説をすすめ
る

○ ◎ 9, 11

キャリア
形成科⽬
群

基礎ゼミ 1 必修

基礎ゼミは、⾼等学校等から⼤学への円滑な移⾏を図るため、学⽣⾃⾝が主体的に学び、⾏動する体験か
ら、⼤学で学ぶための基礎的な能⼒とキャリア形成能⼒を養成する。具体的には、個別指導、集団指導を活
⽤し、情報収集能⼒、問題発⾒能⼒、問題解決能⼒、プレゼンテーション能⼒について、具体的な課題に応
⽤し、⼤学で学習するための⼒を養成する。さらに、4年間のキャリアについて考え、今後のキャリアを形成
していく基盤となる能⼒を⾝につける

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

福祉グローバル研修 2 選択

海外での研修に先⽴って，学内で事前授業を⾏い，研修地に関する基礎知識の習得及び研修に必要な語学能
⼒のブラッシュアップを⾏う。そのうえで海外に赴いて福祉実践の現場や協定校において研修を⾏い，現地
の福祉の理念や内容について実践的に学ぶ。また，福祉の背景となる現地の⽂化についても，現地の⼤学⽣
との交流を通して学ぶ。帰国後には，研修で学んだ内容についてさらにディスカッションを⾏って理解を深
めたうえでレポート作成 成果発表を⾏う

○ ◎ ○ 3, 11, 17

キャリア
形成科⽬
群

ライフステージIPE A 1 選択

本授業は、薬学部・看護学部・理学療法学科の学⽣が学部を超えて共に学びあうIPEの⼀環であり、主に患者
（サービス利⽤者）に焦点を当てた学びを⾏うものである。到達⽬標は以下の通りである。① 共有と尊重：
対象者を理解する。②患者（サービス利⽤者）の気持ちを理解できる。③患者（サービス利⽤者）の保健医
療福祉職に対するニーズを理解できる。④患者（サービス利⽤者）に対する⾃分の思いに気づくことができ
る ⑤患者（サービス利⽤者）を看る視点の違いを理解できる

◎ ○ 3

福祉について基本的な知識を⾝に付け，適切に理解して活⽤することができる。
福祉，保育，介護の現状を理解し，現場で必要な知識・技能を活かして，主体的に課題を探求することができる。
すべての⼈々の福祉の増進を⽬指し，社会⼈として必要な倫理性と⼈権意識を⾝に付け，多様な価値観を尊重して⾏動することができる。
専⾨的な知識や技能に基づいて，論理的かつ批判的思考⼒及び規範的判断⼒を⾝に付け，主体的に活⽤することができる。
国際的・地域的双⽅の視点から，国境や⽂化の境を越えて共感し⾏動することができる。
⽣涯学習する意欲と能⼒を⾝に付け，持続可能な社会，孤⽴や排除の無い社会づくりに連携・協働しながら貢献することができる。



キャリア
形成科⽬
群

ライフステージIPE B 1 選択

本授業は、薬学部・看護学部・理学療法学科の学⽣が学部を超えて共に学びあうIPEの⼀環であり、主に専⾨
職に焦点を当てた学びを⾏うものである。到達⽬標は以下の通りである。①主張と調和：専⾨職を理解す
る、②チームケアにかかわる様々な専⾨職の⽅々からのレクチャーを通して、各専⾨職の専⾨性や⼤切にし
ていることを知る。③多職種の専⾨性を知ることを通して、⾃らの⽬指す職種が追求すべきことを再認識す
る。④価値観の異なる⼈々とチームをつくる⽅法を体験する。⑤専⾨性のことなる学⽣が考える理想のチー
ムに必要な要素を共有する。

◎ ○ 3

キャリア
形成科⽬
群

ライフステージIPE C 1 選択

この講義では、3学部（薬、看護、福祉）の学⽣チームで、対象者の健康問題を明らかにし、本⼈が望む⽣活
に向けた医療福祉チームによる⽀援の道筋を探る⼿法を学ぶ。とりわけ、それぞれの職種の専⾨性を発揮し
ながらチーム内でコンセンサスを形成してゆく、というプロセスを経験することを⼤切にしてもらいたい。
グループワークとコミュニケーションのプロセスを通し、異なる専⾨性や⽂化を持った⼈との対話⼒を育
て、チームケアにおけるリーダーシップ、メンバーシップを発揮できる⼒を育てることを⽬指す。

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ライフステージIPE D 1 選択

⽬標として、看護学部、薬学部の学⽣と共に学ぶことにより、多職種連携に必要な基本的知識、視点を理解
する。以下の4点を到達⽬標とする。①福祉現場を⾒学・体験し地域ケア現場の実態を理解する。②福祉現場
の体験を通して、地域ケアの課題やあるべき姿を考える。③専⾨性の違いが、福祉的問題の理解にどのよう
に影響するのかを考察する。④他職種を理解し、多職種連携の意義を考察する。具体的な内容として、専⾨
職連携教育プログラムに対応したものである。地域における様々な医療・福祉に関するケアの現場や専⾨職
の役割を理解するため、多学部編成チームで3⽇または4⽇間の現場体験を⾏い、学習の成果を発表する。授
業は⽇本語を⽤いて、実習形式（診療所・⻭科クリニック、薬局、⾼齢者施設等で2-4⽇間）で実施する。

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールA 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールAでは
「基礎ゼミ」をふまえ、問題の分析を⾏うための研究⽅法の習得、学⽣⼀⼈ひとりの興味、関⼼に基づき、
⽂献調査やインターネットなどで情報を調べ、個⼈、グループでエビデンス（根拠）に基づいた問題を提⽰
できる能⼒を養成する。

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールB 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールBでは、
問題の分析を⾏うための研究⽅法の習得、学⽣⼀⼈ひとりの興味、関⼼に基づき、⽂献調査やインターネッ
トなどで情報を調べ、個⼈、グループでエビデンス（根拠）に基づいた問題を提⽰し、論理的に説明できる
能⼒を養成する

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールC 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールCでは、
問題の詳細を理解するための研究⽅法の理解、提⽰した問題の詳細を理解するために、⽂献調査、フィール
ド調査、インタビュー調査、統計調査などを活⽤し、問題の詳細を理解するための⽅法論を修得し、活⽤で
きるための基礎的な理解ができるようになることを⽬指す

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールD 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールDでは、
問題の詳細を理解するための研究⽅法の理解、提⽰した問題の詳細を理解するために、⽂献調査、フィール
ド調査、インタビュー調査、統計調査などを活⽤し、問題の詳細を理解するための⽅法論を活⽤し、ゼミ
ナール論⽂のテーマを設定し 計画できるようになることを⽬指す

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールE 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールEでは、
提⽰した問題の理解をふまえ、⽂献調査、フィールド調査、インタビュー調査、統計調査などを活⽤し、問
題の詳細を理解するための⽅法論を活⽤し、調査を実施、得られたデータを分析することを⽬指し、それを
⽂章としてまとめていく⼒も合わせて養成する

◎ ○ ○ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールF 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールＦで
は、提⽰した問題の理解をふまえ、⽂献調査、フィールド調査、インタビュー調査、統計調査などを活⽤
し、問題の詳細を理解するための⽅法論を活⽤し、調査を実施、得られたデータを分析し、考察することを
⽬指し それを⽂章としてまとめていく⼒も合わせて養成する

◎ ○ ○ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールG 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールＧで
は、提⽰した問題の理解をふまえ、⽂献調査、フィールド調査、インタビュー調査、統計調査などを活⽤
し、問題の詳細を理解するための⽅法論を活⽤し、調査を実施、得られたデータを分析し、考察することを
⽬指し、それを⽂章としてまとめ、研究結果を発表するためのプレゼンテーション能⼒も合わせて養成す
る。

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

ゼミナールH 1 必修

ゼミナールは、福祉総合学科のキャリア形成教育に位置づけられている。将来、社会（福祉現場や公務員、
企業などの就職先）で問題を⾒出し、分析、問題解決できる能⼒の習得を⽬指す。特に、ゼミナールＨで
は、今まで取り組んできた問題の分析と理解、問題解決の⽅法論の理解、問題解決のプレゼンテーションの
理解などを通して習得した能⼒を整理し、問題解決能⼒の総合的な理解をし、個⼈のキャリア形成に繋げて
いく能⼒の育成を⽬指す

○ ○ ◎ 3

キャリア
形成科⽬
群

地域共⽣演習 1 選択

現代⽇本では少⼦⾼齢化や⼈⼝減少などの⼤きな社会変動の下で、⽣活領域における⽀え合いが弱体化し、
多様な課題を抱え社会的孤⽴を深める⼈々が増えてきている。このような現状に対して、地域の多様な主体
が参画し、制度・分野ごとの『縦割り』や「⽀え⼿」「受け⼿」という関係を超えて、地域住⺠や地域の多
様な主体が参画し、⼈と⼈、⼈と資源が世代や分野を超えつながることで、住⺠⼀⼈ひとりの暮らしと⽣き
がい、地域をともに創っていく社会を⽬指すことが求められている。本授業では、様々な演習を通じて、①
「地域共⽣社会」「社会的排除」の概念を理解し、説明できるようになる。②「地域共⽣社会」の実現に向
けた取り組みについて、⾃分なりに考え説明できるようになる。③地域の多様なニーズ・課題を発⾒し、解
決⽅法について考え、説明できるようになることを、⽬標としている。

○ ○ ◎ 11, 13, 15

専⾨基礎
科⽬群

⼈間学 2 選択 ○

福祉の実践を⾏う際には、その場に関わる全ての⼈々の尊厳・権利について深く洞察し、それに配慮するこ
とが求められる。もはや援助者側の視点(思い込み)や論理のみで⽀援を実践することは社会的に許されないだ
けでなく、様々な問題をひきおこす要因となる。本科⽬では、履修⽣が⼈権や⼈間の尊厳、社会において⼈
権が侵害される構造、問題の解決に寄与する概念や⽅法論に関して理解し、現場においてそれらを尊重しな
がら福祉実践を⾏うのに必要な考察⼒を獲得することを⽬標とする

◎ ○ 3, 10, 16

専⾨基礎
科⽬群

ジェンダーと福祉社会 2 選択

ジェンダーと福祉社会では、⼦ども、⼥性、家庭、社会保障、介護、保育に関するジェンダーの課題につい
て基礎知識を⾝につけ、主体的に活動できる⼒を養う。特に、⼥性解放運動、ジェンダー平等の取り組みの
歴史について理解する。ついで、内閣府男⼥共同参画局「男⼥共同参画⽩書」などを活⽤し、⼦ども期、学
校⽣活、⼥性就労、セクシュアリティ、家庭⽣活、育児、中⾼年期、福祉国家論などにおけるジェンダーの
諸課題について理解することを⽬指す

○ ◎ 3、5、10

専⾨基礎
科⽬群

サステイナブル社会論 2 選択

⼈間としての尊厳ある豊かな⽣活を送るためには、持続可能（サスティナブル）な社会の構築、地域づくり
が求められている。地域社会で⽣じる問題を解決し、発展を実現するためには、地域を構成する主体が⼀対
となって課題への認識を深めてゆくこと、問題解決に向けて⽬標を明確に定めていくことが重要である。本
科⽬では地域コミュニティと福祉の視点から持続可能な社会づくりの実践がどのように展開され、いかなる
役割・意義を持つのかを学習することを⽬指す

◎ ○ ○ 7, 11, 13, 14, 15

専⾨基礎
科⽬群

まちづくり論 2 選択

本講義では、地域福祉のみでなく福祉観光やソーシャル・インクルージョニズムの視点も加えた「トータル
なまちづくり」のあり⽅について考える。すなわち、前者でいえば、住んでよしの「まちづくり」の視点だ
けでなく、旅する当事者（ゲスト）のノーマライゼーション、そしてゲストを迎えるまち（ホスト）のユニ
バーサリティをも問題にする。「訪れてよし」のための試みをあえて「福祉観光でまちづくり」と呼んで地
場産業などの地域経済をも視野に⼊れた実践的かつトータルなまちづくりの視点と⽅法とを⾝につけること
を到達⽬標とする。そして、後半では、近年話題となっている「看取り」のまちづくりについても考える。
すなわち「まちづくり」とは、どのようなところにおいても⼀分野や⼀部の⼈たちだけのものではなく、す
べての住⺠、来訪者が共同で当たるべき重要課題だという考えを⾃分たちのまちを実例に⾝につけたい。

◎ ○ ○ 3, 11

専⾨基礎
科⽬群

福祉⽂化・社会論 2 選択 ○

グローバル社会で活躍するに必須となる異⽂化コミュニケーション能⼒を養うには、異国の社会⽂化を知る
と同時に、⾃国の社会⽂化に対する認識を深める必要がある。本授業では、⽇本の政治・経済・宗教・社会
構造・⾵俗習慣や⽇本⼈の思考様式、⾏動様式等、⽇本社会⽂化や⽇本社会が抱えている問題点について勉
強すると同時に、⽂化の多様性や異⽂化コミュニケーションについても検討し、グローバル社会で活躍する
に必要な国際⼈としての意識を養い 異⽂化コミュニケーション能⼒を⾼める

○ ◎ ○ 3, 17

専⾨基礎
科⽬群

ダイバーシティ社会論 2 選択 ○

ダイバーシティ社会を多様性の尊重される社会と意味づけると、詳しくは、⼈々の間の差異を認め合い、マ
イノリティ（少数派）の⽣活を尊重する本来の意味のコミュニティであると考えられる。そこで、本講義の
前半では、年齢、ジェンダー、職業、地域性、⺠族など⼈々の属性の違いを偏⾒なくとらえていく⽅法を、
後半では、実例を通して社会的にマイノリティとされている⼈々をなるべくありのままに認識し、尊重して
いくための視点を⾝につけることを⽬的とする

◎ ○ ○ 3, 10, 11, 16

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの基
盤と専⾨職I

2 選択 ○

複雑・多様化する社会状況にあって、新しく⽣じる⽣活上の困難や問題を解決し相談援助する福祉専⾨職と
して、その役割と意義を理解する。そのうえで具体的援助の⽅法としてのソーシャルワークについて、ソー
シャルワークを構成する要因、社会資源の活⽤、ソーシャルワークの成⽴過程、社会不安とソーシャルワー
クについて学び、「地域を基盤としたソーシャルワーク」についての理解を深める。将来、さまざまな福祉
領域で実践的に活動できる資質を養う

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの基
盤と専⾨職II

2 選択 ○

ダイバーシティ社会を多様性の尊重される社会と意味づけると、詳しくは、⼈々の間の差異を認め合い、マ
イノリティ（少数派）の⽣活を尊重する本来の意味のコミュニティであると考えられる。そこで、本講義の
前半では、年齢、ジェンダー、職業、地域性、⺠族など⼈々の属性の違いを偏⾒なくとらえていく⽅法を、
後半では、実例を通して社会的にマイノリティとされている⼈々をなるべくありのままに認識し、尊重して
いくための視点を⾝につけることを⽬的とする

◎ ○ 3



専⾨科⽬
群

医学概論I 2 選択 ○

⽬標は以下の3点である。①⾝体構造や⼼⾝機能の特徴を成⻑や加齢の変化とともに理解する。②主な疾病や
障害の病態や治療・ケア、リハビリテーションを理解する。③医療における福祉の役割や⽀援に⽣かせる健
康政策について理解する。主な内容は、最新の保健情報・研究のエビデンスに基づき、福祉専⾨職として利
⽤者を⽀援をするために必要な基本的な医学知識について学ぶ。具体的には、①⾝体構造や⼼⾝機能につい
て（成⻑や加齢による変化の特徴）、②健康および疾病の捉え⽅、③疾病や障害の予防・治療・ケア・リハ
ビリテーションと関連する職種 ④公衆衛⽣等を取り扱う

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

介護の知識と技術 2 選択

介護を必要とする⼈が、その⼈らしく安⼼して⽣活できるように、基本となる介護の知識と技術について習
得する。また、地域福祉という視点から福祉施設、在宅にかかわらず介護の基本的な思想や理念についても
理解を深める。特に⼈権意識に関連する理念を深められるよう具体的な事例を通してグループワーク等も⾏
い⾃分の意⾒を深めていく。ユニバーサルデザイン他介護の分野のＡＩ活⽤についてもも理解を深めてい
く 近年災害等が多発していることから 災害福祉についても考えていく

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

⾼齢者福祉サービス 2 選択 ○

⾼齢者の尊厳を尊重するという視点から、介護保険制度を中⼼に、⾼齢者に関する制度・政策、サービスに
ついて学ぶ。また⾼齢者の⽣活と特性、家族等の⽀援者が抱える問題と背景について理解する。加えて⾼齢
者福祉を理解するためには、援助の実践の中で専⾨職が必要な⽀援をどのように連携して⾏われているかを
理解することが求められるため、本講義において学ぶ。

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

⼦ども家庭福祉論 2 選択 ○

社会福祉⼠として求められる⼦ども家庭福祉（児童福祉）に関する基本的知識を⾝につける。具体的には、
児童虐待やいじめ、⾮⾏、⼦どもの貧困等の昨今の児童をめぐる問題及びその⽀援・援助のための法制度や
援助技術の知識を児童福祉法に規定されている⼦育て⽀援、社会的養護を2つの軸として習得し、児童や⼦育
て家庭の抱える⽣活上の問題を解決・緩和するための⽅策を福祉（ソーシャルワーク）の視点からとらえ、
実践できる基礎⼒を養う

◎ ○ 1,10,16

専⾨科⽬
群

⼦ども家庭福祉 2 選択

保育者とくに保育⼠として実習や現場で求められる⼦どもをめぐる⽣活問題や⼦ども家庭福祉に関する基本
的な知識を⾝につける。今般の児童虐待や少年⾮⾏、⼦どもの貧困、ドメスティック・バイオレンスに関わ
る⼦どもの影響等⼦どもをめぐる⽣活問題や⼦ども家庭福祉に関する基本的な知識を⼦どもの⼈権擁護、⼦
ども家庭福祉の理念、法制度、実施体系、政策的な動向と展望という点から、その内容と福祉的対応の具体
的事例を扱いながら基礎的理解を深める

◎ ○ 1,10,16

専⾨科⽬
群

社会福祉原論 2 選択 ○

 社会福祉の原理に関する内容を整理し、社会福祉の歴史、思想、哲学、理論、現代の社会問題とその構造
的背景、福祉政策の基本的視点、ニーズ・資源を学ぶ。到達⽬標は、１ 社会福祉の原理をめぐる思想・哲
学理論の理解、２ ⽇本社会福祉の特性の理解、３ 社会問題と社会構造の関係の視点から、現代の社会問
題についての理解、 ４ 福祉政策を捉える基本的な視点として、概念や理念を理解するとともに、⼈々の
⽣活状のニーズと福祉政策の過程を結びつけての理解 である

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

福祉政策 2 選択 ○

ソーシャルワークの専⾨職として個⼈、家族、集団、地域、社会、世界のウェルビーイングの実現・向上を
⽬指すため、福祉政策の理論や理念、歴史に関する基本的内容と、今⽇的な展開、動向、課題について事実
や現状を⾝に付けるようにする。到達⽬標は１．福祉政策の動向と課題を踏まえた上で、関連施策や包括的
⽀援について理化することができる。２，福祉サービスの供給と利⽤の過程について理解することができ
る。３．福祉政策の国際⽐較の視点から、⽇本の福祉政策の特性について理解することができる。

○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

社会福祉 2 選択

本授業は、福祉制度の意義、理念、政策との関連について概観する。また、現代社会における⽣活問題の現
実とその背景を理解することによって、問題解決のためには制度・政策とのつながりが現在どのようにある
のか、そして今後どうあるべきなのかを考える。さらに相談援助技術や社会福祉の専⾨職についても理解を
深めるものである。

○ ○ ◎ 1,3,16

専⾨科⽬
群

障がい児・者福祉サー
ビス

2 選択 ○

「障害とは何か」という問いは、深いテーマである。授業では、「⽣きづらさ」を抱えた⼈へのソーシャル
ワークについて学んでいく。主に数多い事例を通して考える授業である。本授業の到達⽬標は、障害者福祉
を通して、ソーシャルワークについて考えることであり、その詳細は以下の通りである。①障害の概念と特
性を踏まえ、障害者とその家族の⽣活とこれを取り巻く社会環境について理解する。②障害者福祉の歴史と
障害観の変遷、制度の発展過程について理解する。③障害者に対する法制度と⽀援の仕組みについて理解す
る。④障害による⽣活課題を踏まえ、社会福祉⼠としての適切な⽀援のあり⽅を理解する。

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

⼥性福祉論 2 選択

ジェンダー格差の⼤きな⽇本社会における⼥性の⽣活問題・⽣活困難を理解し、実態的に⼥性に対する福祉
を担ってきた婦⼈保護事業の現状と課題から、⼥性福祉を考える。この授業では、⼥性福祉に関する専⾨的
な知識や技能を論理的かつ批判的思考⼒及び判断⼒のもと、主体的に活⽤することができる⼒を習得する。
なお到達⽬標は以下の通りである。１ ⼥性問題の背景に存在している性差別的な社会構造を理解する。２
現⾏社会福祉法体系における⼥性に対する⽀援策とその課題について理解する。３ 社会福祉分野をジェン
ダー視点から⾒直す⼒を養成する

○ ◎ ○ 3、5、10

専⾨科⽬
群

国際福祉論 2 選択

本講義では、福祉実践が国境を超える際に考慮・検討すべき要素について考察する。次に国際⽀援の事例検
討を⾏い、どのような理念、認識のもとでなされるべきか、どのような⼯夫が必要か、可能かについてディ
スカッションを通じて理解を⾼めていく。最後に海外における先進的な福祉政策・実践の事例をとりあげ、
その特徴を解説するとともに、⽇本を含めた他国に導⼊する際の問題点や改善点について考察する。到達⽬
標は、１）国境を越えて実施される⽀援についてどのような認識で取り組むべきなのか考察し、⽂化や価値
観、社会状況が異なる⼈々に⼿を差し伸べることができる基礎的な⼒を⾝に着けること、２）他国での先進
的な福祉実践について、表⾯だけではなくその理念、仕組み、問題点を理解し、⾃国への応⽤の可能性や修
正すべき点を考察する⼒を⾝につけることである

○ ○ ◎ 3, 10, 16, 17

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの基
礎

1 選択 ○

ソーシャルワークの価値規範と倫理、ソーシャルワークの実践に必要なコミュニケーション能⼒、ソーシャ
ルワークの展開過程において⽤いられる知識と技術を実践的に習得し、社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠とし
て求められる基礎的な能⼒を涵養するため、以下の4点を⽬標とする。①ソーシャルワークの知識と技術に係
る他の科⽬との関連性を踏まえ、社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠として求められる基礎的な能⼒を涵養す
る。②ソーシャルワークの価値規範と倫理を実践的に理解する。③ソーシャルワークの実践に必要なコミュ
ニケーション能⼒を養う。④ソーシャルワークの展開過程において⽤いられる、知識と技術を実践的に理解
する

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

Oral English for
Children A

1 選択
This course will introduce students to teaching techniques and methodology they will need when
teaching English to children. Each week students will study teaching methodology, then see that
applied in a variety of childrenʼs games and activities. Students are required to record lesson plans
based on the activities they practice in class.

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

Oral English for
Children B

1 選択
This course will introduce students to teaching techniques and methodology they will need when
teaching English to children. Each week students will study teaching methodology, then see that
applied in a variety of childrenʼs games and activities. Students are required to record lesson plans
based on the activities they practice in class.

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⾳楽⼊⾨A 1 選択

鍵盤楽器演奏および歌唱の能⼒、⾳楽の基礎知識等は、個⼈ごとに経験の有無などにより差があるため、各
⼈の進度に応じた学習を進めることを基本とする。本科⽬で設定する課題A「⼤学ピアノ教本」、課題B「童
謡唱歌等課題曲の弾き歌い」（挨拶の歌、季節の歌、⾏事の歌など）、課題C「“コールユーブンゲンより抜
粋”」、課題D「⼿遊び歌課題曲」は、ガイダンスにおいてより具体的な資料を配付する。

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⾳楽⼊⾨B 1 選択

鍵盤楽器演奏および歌唱の能⼒、⾳楽の基礎知識等は、個⼈ごとに経験の有無などにより差があるため、各
⼈の進度に応じた学習を進めることを基本とする。本科⽬で設定する課題A「⼤学ピアノ教本」、課題B「童
謡唱歌等課題曲の弾き歌い」（挨拶の歌、季節の歌、⾏事の歌など）、課題C「“コールユーブンゲンより抜
粋”」、課題D「⼿遊び歌課題曲」は、ガイダンスにおいてより具体的な資料を配付する。

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育の⼼理学 2 選択 〇

受胎から死に⾄るまでの⽣涯発達の過程のうち、特に乳幼児期の発達に焦点をあて、各発達段階における、
⾝体的、⼼理的、社会的発達を学ぶ。本講座の到達⽬標は以下の通りである。１ 発達の概念を理解する。
２ ⾝体と運動機能の発達を理解する。３ ことばや認知機能の発達を理解する。４ 感情や社会性の発達
を理解する。５ 発達理論（エリクソン、ピアジェ、ヴィゴツキー、⼼の理論等）を理解する。６ 発達障
がいについて理解する

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育者論 2 選択 〇

保育者の専⾨性への基本的理解と、⾃分がめざす保育者像をもてるようにする。歴史的な名著、⾔葉から保
育哲学を学び、現在の⾃分に置き換え意識化し学習するように講義をする。様々な問題を論議し、共有化
し、問題解決のために何をしなくてはいけないか考察する。 ⽇本の保育に必要な保育思想を⾝につけると同
時に新しい保育をデザインする⼒を養う。保育者の役割と倫理、あるべき姿について学び理解する。保育⼠
の置かれている現状を知り、保育の専⾨性と保育者の連携・協働について理解する。現代における保育の課
題へ関⼼をもち 保育者として資質向上とキャリア形成について理解する

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

幼児教育原理 2 選択 〇

１．教育の本質や⽬的及び教育の基礎理念、思想、歴史について説明できる。２．今⽇における幼児教育の
あり⽅について主体的に考えることができる。３．教育を実践する者としての教育に対する⾒⽅や態度をも
つことができる。 以上を⽬標に、教育を実践する者となるために、教育の本質や⽬的、教育の基礎理念や思
想、歴史、制度について理解を深める。あわせて、今⽇における幼児教育の課題について考え、今後の幼児
教育の⽅向性について展望する

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

教育社会学 2 選択

学校がその存⽴と発展を進めている点に問題関⼼を持ちつつ、今⽇の家庭教育―学校教育の抱える課題点に
アプローチすると共に、特に２１世紀に⼊って上記の社会動向に対応して教育基本法が改正され、それをふ
まえての諸施策の展開について取り上げる。次に現代⽇本の公教育の成⽴過程及びその後の発展という歴史
的社会的視点からのアプローチを⾏うとともに、⽇本国憲法の下での現代公教育の基本原理や理念そして各
段階の学校制度の特⾊について理解を進める。更に教育委員会の役割と分担、更に⽂科省の役割と教育財政
についても基本的枠組みや近年のデータを参考に授業を進めていく。あわせて今⽇の地域と学校の連携や開
かれた学校の在り⽅に⾔及すると共に、学校安全の問題について、安全教育や防災教育の計画と実施、更に
は危機管理体制の在り⽅について取り上げ考察する

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

精神医学I 2 選択 〇

急速に進む少⼦⾼齢化に伴いその医療、介護、福祉を担うスタッフへの期待が⾼まっている。その期待に応
えるためには、＜⼈間＞についての幅広い知識が必要となる。なかでも精神医学は⼈間の＜こころ＞につい
て学ぶもので⼤変重要な科⽬である。精神医学1では精神医学の基礎理解⽬指す。精神医学とは何かを理解
し、こころの病気のなりたちと治療について基本的な知識を学ぶ。国家試験を⽬指す学⽣に対して、必要な
知識の習得と専⾨職として実践に役⽴つ基礎能⼒を養う

◎ ○ 3



専⾨科⽬
群

精神保健福祉の原理I 2 選択 ○

本講義では、1 精神障害者福祉の理念と歴史的展開、2 精神障害と精神障害者の概念、３ 精神障害の排
除と障壁をめぐる歴史と構造について学ぶ。精神保健福祉について専⾨的な知識や技能を論理的かつ批判的
思考⼒及び判断⼒のもと、主体的に活⽤することができる⼒を習得する。到達⽬標は、以下の通りである。
１「障害者」に対する思想や障害者の社会的⽴場の変遷から、障害者福祉の基本的枠組みについて理解す
る。２ 精神保健福祉⼠が対象とする「精神障害者」の定義とその障害特性を構造的に理解するとともに、
精神障害者の⽣活実態について学ぶ。３ 精神疾患や精神障害をもつ当事者の社会的⽴場や処遇内容の変遷
をふまえ それに対する問題意識をもつ価値観を体得する

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉の原理II 2 選択 ○

本講義では、1 精神障害者の⽣活特性、２ 精神保健福祉の原理と理念、3 精神保健福祉⼠の役割と機
能、について学ぶ。精神保健福祉について専⾨的な知識や技能を論理的かつ批判的思考⼒及び判断⼒のも
と、主体的に活⽤することができる⼒を習得する。到達⽬標は、以下の通りである。1 精神疾患や精神障害
をもつ当事者の社会的⽴場や処遇内容の変遷をふまえ、それに対する問題意識をもつ価値観を体得する。2
精神障害者へのかかわりについて、精神医学ソーシャルワーカーが構築してきた固有の価値を学び、精神保
健福祉⼠の存在意義を理解して職業的アイデンティティの基礎を築く。3 現在の精神保健福祉⼠の基本的枠
組みと倫理綱領に基づく職責について理解する。4 精神保健福祉⼠を規定する法律と倫理綱領を把握し、求
められる機能や役割を理解する。5 近年の精神保健福祉⼠の動向を踏まえ、精神保健福祉⼠の職域と業務特
性を理解する

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

⼈間関係とコミュニ
ケーション

2 選択
⼈間関を形成するためのコミュニケーションについて、⾃⼰の理解、福祉サービス利⽤者や家族、同僚に対
する他者理解、そして地域社会との連携における情報の共有など、様々な場⾯を想定し広く学習する。各回
のテーマについてグループワークを取り⼊れた学習を⾏う。

◎ ○ 10

専⾨科⽬
群

チームマネジメント論 2 選択

福祉の現場や福祉企業におけるチームマネジメントの重要性とリーダーシップのあり⽅を理解する。福祉の
現場は、さまざまな専⾨職が関わる専⾨領域であることをふまえ、組織の中で、各専⾨職がその専⾨性を発
揮し活躍するために、いかなるチームマネジメントやリーダーシップ性が求められているのかを追求する。
また、他職種の専⾨職とどのようにかかわっていけばいいのかについても追求し、チームマネジメントにつ
いて学ぶ。この授業では、施設や地域活動のリーダーシップとチームマネジメントを中⼼に、事例検討や実
践的な課題も取り⼊れる。そこでは、グループディスカッションを活⽤しながら、相互に学び合い、資質向
上にもつながるよう 主体的に取り組んでいただきたい

○ ◎ 3,8

専⾨科⽬
群

⽣命科学 2 選択

本授業は⼤きく３つの段階的な到達⽬標を掲げる。第⼀に⽣物学の基礎を学び理解することである。具体的
には細胞や遺伝⼦など⽣命現象の仕組み、⽣命進化、⽣態系の仕組みについて基本的な事項を理解する。第
⼆に現代社会の様々な場⾯において実⽤化されている⽣命科学の応⽤技術の基礎知識を⾝につけることであ
る。第三に、本講義で学んだことを活かして、⼈間や⾃分⾃⾝、⾃然環境を理解すること、また、医療・福
祉・⾷料⽣産等の現場における「いのち」や⼈間の尊厳について考えることにつなげることである。

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

リハビリテーション論 2 選択

広義のリハビリテーションを理解することにより、他のコメディカル職種と連携できるようになることを⽬
ざす。さらにリハビリテーションの視点を介護福祉の実践に活⽤できる知識、技術を⾝につける。また、医
療的な側⾯から⾒たリハビリテーションの展開⽅法と、介護福祉的な展開⽅法学び現場で⽣かせる知識を養
う。授業は講義及び実技を中⼼に展開する。可能であれば施設⾒学なども実施し、実際に補助具等に触れ理
解を深めるよう促す

○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

レクリエーション活動
援助法 A

1 選択 ○

介護福祉とレクリエーションの関係を理解するとともに、その範囲を理解する。さらにレクリエーション活
動を通して援助法についても考察できるようになることを⽬指す。 介護福祉サービスにおけるレクリエー
ションの位置づけを明確にし、これからの福祉社会におけるレクリエーション・サービスの全体像を理解す
ることをねらいとする。レクリエーションという概念について論理的に学ぶだけでなく、実際の活動を通し
て関わりや⽀援を理解していく

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

レクリエーション活動
援助法 B

1 選択 ○

社会福祉サービス利⽤者の⽇常⽣活における福祉レクリエーションの意義・価値を理解するとともに、介護
現場におけるレクリエーション⽀援者としての必要な知識ができるようになることを⽬指す。福祉レクリ
エーション理論に根ざしたレクリエーション活動を通して援助法について考察できる。具体的なプログラム
の作成と実際の活動を通して関わりや⽀援を理解していく。後半では、プログラムを共同で作成・実施・反
省・改善し その流れを共有し学ぶ

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

介護概論 2 選択 ○

介護福祉⼠の専⾨職として、介護福祉の理念や地域を基盤とした⽣活の継続性を⽀援するためのしくみを理
解する。また、介護を必要とする⼈(⾼齢者や障害を持つ⼈）を「⽣活する⼈」として受け⽌め、⼀⼈ひとり
の利⽤者の意向や⽣き⽅、⽣活習慣など「その⼈らしさ（個別性）」を⼤切にすることを学ぶとともに、介
護福祉⼠の役割と機能を理解することを⽬的とする。介護福祉の専⾨性と倫理を理解し、介護の歴史や関連
法規から、介護実践の基本姿勢についてノーマライゼーション、ICF、介護福祉⼠の倫理などを講義を中⼼に
学ぶとともに、介護を必要とする⼈の個別性や多様性、複雑性を理解し、⾼度化する介護ニーズ及び介護福
祉を取り巻く状況を社会的な問題と捉える能⼒を養う。介護を必要としている⼈の個々の状態に応じた⾃⽴
の意味や⾃⼰決定、ICFの考え⽅、介護予防についても⼗分に理解し、尊厳を⽀えるチームケアの必要性を理
解する

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

コミュニケーション技
法 A

2 選択 ○

社会福祉の⼀端を担う介護専⾨職として、利⽤者や家族、同僚、地域社会と信頼関係を確⽴できるよう、相
⼿の⽴場や環境を理解するための基本的態度を体得することを⽬指す。「⼈間関係とコミュニケーション」
と関連させながら、⼩グループでロールプレイや検討、討議、発表など⾏う。さらにそこで得られた体験の
振り返りや解説を通して、個⼈の反省、分析、考察を深め、⼀定の整理された概念としてコミュニケーショ
ン技術を習得していく

◎ ○ 10

専⾨科⽬
群

コミュニケーション技
法 B

2 選択

聴覚障がい者、視覚障がい者に関する基礎的理解及び、コミュニケーションに⽅法を学ぶことを通し、障害
による情報の⼊⼿困難や対⼈関係におけるコミュニケーションのバリアがあること、更にコミュニケーショ
ンの⼿段の⽅法について理解を深める。

（オムニバス／全13回）
（128 林和歌⼦・栗原君江／7回）⼿話が⾳声⾔語と異なる⾔語構造を有していることへの理解を深め、⼿
話習得に必要な観る⼒や表す⼒等、基礎表現能⼒を習得し、コミュニケーション意欲を⾼める。

（129 林和歌⼦・御園政光／6回）点字、指点字などによるコミュニケーション⽅法があることを理解し、

◎ ○ 10

専⾨科⽬
群

⽣活⽀援技術Ia 2 選択 ○

年齢や障害いかんにかかわらず、また施設、在宅を問わず介護を必要とする⼈の尊厳の保持や⾃⽴⽀援、⽣
活の豊かさの観点から、本⼈主体の⽣活が継続できるように、根拠に基づいた介護実践を⾏うための知識・
技術を習得する。また、⾃⽴⽀援に資する介護を他の職種と連携し、各領域で学んだ知識と技術を統合し介
護実践に必要な観察⼒、判断⼒及び思考⼒を養う。「こころとからだのしくみ」で学んだ⼈体の構造や機能
に基づき、あらゆる介護場⾯において共通する基本的な介護の知識・技術・態度を習得し、適切に実施でき
ることをねらいとする

○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

⽣活⽀援技術Ib 2 選択 ○

年齢や障害いかんにかかわらず、また施設、在宅を問わず介護を必要とする⼈の尊厳の保持や⾃⽴⽀援、⽣
活の豊かさの観点から、本⼈主体の⽣活が継続できるように、根拠に基づいた介護実践を⾏うための知識・
技術を習得する。また、⾃⽴⽀援に資する介護を他の職種と連携し、各領域で学んだ知識と技術を統合し介
護実践に必要な観察⼒、判断⼒及び思考⼒を養う。あらゆる介護場⾯において共通する基本的な介護の知
識・技術・態度を習得し、状況によって介護技術が適切に実施できることをねらいとする。

○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

⽣活⽀援技術II 2 選択 ○

尊厳の保持や⾃⽴⽀援、⽣活の豊かさの観点から要介護⾼齢者や障害者の⾃⽴に向けた居住環境の整備の重
要性を理解するための知識を習得する。居住環境という視点だけではなく地域社会、社会福祉施設等、地域
を包括した地域資源などからも考察をしていく。また、災害時や緊急時において⾃ら判断し専⾨職として適
切な⾏動ができるよう知識と演習も⾏う。介護福祉施設において介護負担の軽減や感染症対策からも注⽬さ
れているＡＩについて知識を深めていく

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

⽣活⽀援技術Ⅲ 2 選択 ○

⽬標は、利⽤者⼀⼈ひとりの疾病や障害の基礎的な医学的知識を踏まえ、⼼⾝の状態・状況に応じた適切な
介護技術を他職種との連携も考慮して計画・実践できるような技術を習得する。主な内容として、 健康障害
がある利⽤者の⾃⽴と安全・安楽に配慮した⽇常⽣活における基本的な⽣活⽀援技術を、根拠を理解したう
えで実践できるように講義と演習にて学んでいく。必要な⽣活⽀援に関しては、グループワークで症例を⽤
いて話し合うことで具体的な⽀援をイメージできるようにする。障害がある利⽤者に対する⽣活⽀援技術
は、演習計画書を⽴案したうえで実技演習を⾏う。この他、⼩テストによる知識の確認も交えて進める。授
業は⽇本語を⽤いて 講義 演習形式で実施する

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

⽣活⽀援技術Ⅳ 2 選択 ○

「調理分野」では、⼈間に切り離せない⾷事というものを通して、⾷事は単なる栄養摂取の⼿段ではなく、
楽しみであることを忘れずに、⽇常の⾷⽣活に活⽤できる調理技術や、⾷品の特性に関する知識をもち、
個々の喫⾷者にあった⽣活習慣病の予防⾷、⾼齢者、障害者の⾷事⽀援能⼒を⾝につけ、実践の場で活⽤で
きる⼒とする。「被服分野」では、介護福祉⼠の役割は、他の福祉専⾨職との連携を図り、⾼齢者や障害者
が⾃分らしく、また⼼⾝ともに健やかに社会⽣活を維持できるように⽀援することである。そのためには介
護利⽤者の⾐⽣活におけるニーズを知ることが⼤切であり、それに応えるためには⾐服に関する知識・技術
を習得し、応⽤することが必要である。そこで、「介護⽤ウエストポーチ」の製作などの実習を通して、基
本的な縫製技術と適切な素材、管理法を学び、介護福祉⼠として配慮すべきことを⾃ら考え、積極的に貢献

きるよう する

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

医療的ケアA 2 選択 ○

⽬標は、医療的ケアが必要な⼈の安全で安楽な⽣活を⽀えるというために、医療職との連携のもとで医療的
ケアを安全・適切に実施できるよう、必要な知識を習得することである。主な内容は、医療的ケア実施の法
的根拠など基礎的な知識を理解したうえで、喀痰吸引や経管栄養の基礎的知識や実施⼿順について、他職種
との連携⽅法も含めて学んでいく。この他、バイタルサインの測定⽅法や市⺠による救命蘇⽣法、感染予防
（消毒と滅菌の違い、個⼈防護具の正しい使い⽅等）、医⾏為でない⽣活⽀援技術についても学ぶ。毎回の
授業後に⼩テストを⾏い、学⽣⾃⾝が理解度を確認できるようにしている。授業は講義形式で実施する。

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

医療的ケアB 1 選択 ○

⽬標は、医療的ケアが必要な⼈の安全で安楽な⽣活を⽀えるというために、医療職との連携のもとで医療的
ケアを安全・適切に実施できるよう、必要な技術を習得する。主な内容は、喀痰吸引と経管栄養について根
拠に基づく安全な⼿技を習得する。「技術訓練」の回数については以下の通りとする。①喀痰吸引→⼝腔：
５回以上、⿐腔：５回以上、気管カニューレ内部：５回以上（⼿順通りに正確に⾏えるまで実施）②経管栄
養→胃ろう⼜は腸ろう：５回以上、経⿐経管栄養：５回以上 （⼿順通りに正確に⾏えるまで実施）③救命蘇
⽣法演習：１回以上、⼩テストによる知識の確認も交えて進め、演習形式で実施する。

○ ◎ 3



専⾨科⽬
群

介護過程I 2 選択 ○

「介護過程」は、介護職員の専⾨的知識・技術をもって⾏われる利⽤者を主体とする⽣活⽀援の展開⽅法で
ある。「介護過程Ⅰ」では、介護を展開する基本理論を学び、本⼈の望む⽣活の実現に向けて、⽣活課題の
分析を⾏い、根拠に基づく介護実践を伴う課題解決の思考過程を習得する。また、利⽤者の⼼⾝の状況に合
わせた適切な介護を実践するための思考過程である「介護過程」の必要性について理解し、適切な状況判断
ができる根拠となる情報を導き、その構成要素と展開プロセスについて総論的に理解することを⽬的とす
る

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

介護過程Ⅱ 2 選択 ○

⾼齢者や障害を持つ⼈々へ多様化する介護ニーズに対応できる専⾨知識として、「介護過程I」で学んだ介護
過程の内容をさらに他職種によるチームアプローチの展開や実践できることを⽬指し、介護過程の展開⽅法
が理解できることを⽬的とする。到達⽬標は、１．介護過程の構成要素や流れについて、説明することがで
きる。２．本学の介護過程の様式を使って、介護過程を展開することができる。３．介護過程の構成要素を
理解し、利⽤者の尊厳を守り、QOLを⽬指した介護過程が展開できる。４．介護過程とケアマネマネジメン
トの関係性が理解できる。５．多職種協働のチームアプローチの必要性が理解できる。

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

介護過程Ⅲ 2 選択

「介護過程Ｉ」「介護過程Ⅱ」で学んだ介護過程の理論と、「介護実習Ｉ」「介護実習Ⅱ」で体験した知識
や技術を統合することで、介護過程の意義・⽬的・⽅法について実践的理解が促進される。その結果、「介
護実習Ⅲ」において、介護過程の全プロセスが適切に展開できるようになることをねらいとする。また、Ｉ
ＣＦの考え⽅に基づき、アセスメント→介護計画の⽴案→実施→評価のプロセスに沿って介護過程を展開す
ることが、根拠を持った科学的介護の実践に必要不可⽋であることを理解する。また、利⽤者の望む⽣活の
実現に向けた多職種協働（チームアプローチ）における、介護福祉⼠の役割が理解できる。

○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

介護総合演習I 1 選択 ○

介護実習の教育効果を⾼めるために、介護実習に向けての⼼構え、社会福祉の専⾨書としての接遇マナーを
はじめ、福祉施設全般の基本的な予備知識、効果的な実習をおこなうための動悸づけ等の準備を⾏う。さら
に基本的な介護技術の確認、施設のオリエンテーションでおさえておきたい実習施設基本的な情報など、介
護実習中に⼗分実践⼒を⾝につけることができるようにする。実習後は振り返りを⾏うことで、より効果的
な介護実習となるようにする

○ ◎ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護総合演習Ⅱ 1 選択 ○

介護実習の教育効果を⾼めるために、介護実習に向けての⼼構え、予備知識、動機づけ等の準備を⾏う。ま
た、介護実習1を振り返りながら介護実践に必要な知識と技術の統合を⾏うとともに、介護観を形成し、専⾨
職としての態度を養う。介護技術の確認、介護過程の展開⽅法の確認をし、実習に向けて⾃⼰の課題を明確
化できる。実習後の事例報告などから、⾃らの実践を振り返り介護実践の科学的探究の道筋を理解できる。
学習到達⽬標は、①介護実習では、知識や技術などの学びを統合し介護実践につなげることができる。②介
護場⾯で遭遇した課題を解決するための応⽤⼒、判断⼒、主体的な⾏動⼒を⾝につけ専⾨職としての態度を
養う。③学んだ課題をまとめ、報告、連絡、相談を通して解決の道筋を考えることができる。

◎ ○ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護総合演習Ⅲ 1 選択 ○

本科⽬では、学外の社会福祉施設にて⾏う介護実習Ⅲの前に⼗分な事前学習を準備するとともに、介護実習
終了後に実習を振り返り、⾃⼰の学習課題を明確にしながら介護福祉⼠として社会で活躍するための演習を
⾏う。学習到達⽬標は、①介護実習に向けて、知識や技術などの学びを統合して適⽤でき、実践⼒を⾝につ
けることができる。②介護場⾯で遭遇した課題を解決するための判断⼒、応⽤⼒、主体的な⾏動⼒が発揮で
きる。③介護実習で学んだ課題をまとめ、報告・連絡・相談・討議を通して解決への道筋を作ることができ
る。④介護福祉⼠としての基盤となる様々な⾓度からの思考⼒、根拠に基づいた介護実践を融合して論理的
に表現できる。⑤実習記録の書き⽅やレポートのまとめができる。⑥介護過程の展開⽅法が理解できる。⑦
専⾨職としての福祉理念、職業倫理、求められる課題の把握など総合的な対応能⼒を習得できる。

○ ◎ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護総合演習Ⅳ 1 選択 ○

介護総合演習Ⅳは、介護実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを通して学んだ、理論と実践の統合をおこなう。さらに、 介護実習
II・IIIで各⾃が取り組んだ介護過程の展開をふりかえり、利⽤者理解を出発点とした根拠に基づく介護実践を
介護福祉⼠の専⾨性であることに気付くことを⽬的とする。そのうえで「求められる介護福祉⼠像」に照ら
して養成教育全体の学びを振り返り、専⾨職としての⾃らの介護観を確⽴し、実習報告会で発表することが
できることを⽬指す

○ ◎ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護実習I 2 選択 ○

介護福祉⼠養成課程において対⼈援助職としての基本的な態度、⼈間関係を構築する基礎となるコミュニケ
―ション技術の習得を基本⽬標とする。施設における利⽤者の⽣活リズムとともに介護者の役割を学ぶ。ま
た、⽇々のコミュニケーション等を通じて利⽤者を理解していくとともに、利⽤者の⼼⾝状況について理解
し、どのような⽣活⽀援を受けているかを把握する。実習が進む中で、基礎的な⽣活⽀援技術の場⾯に⽴ち
会い、その根拠や介護の原則を理解し、⼀部実践する。実習後は振り返りを⾏うことで、より効果的な介護
実習となるようにする。授業は⽇本語を⽤いて⾏い、介護⽼⼈福祉施設および介護⽼⼈保健施設、認知症対
応型共同⽣活介護など⾼齢者関連の施設で12⽇間（90時間以上）の実習を⾏う。

○ ◎ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護実習Ⅱ 4 選択 ○

介護実習ⅡはICF（国際⽣活機能分類）の視点に基づき、利⽤者の⽣活全体を理解する。さらに受け持ち利⽤
者の介護過程の⼀部実践を通して、⼼⾝の状況に応じた介護を組み⽴てる能⼒を養う。様々な勤務形態の経
験とともに、介護過程の展開を通して、ICF（国際⽣活機能分類）の視点に基づき受持ち利⽤者の⽣活全体を
把握し、⼼⾝の状況に応じた介護を組み⽴てる能⼒を養う（介護計画の⽴案までは必須）。また実習後は振
り返りを⾏うことで、より効果的な介護実習となるようにする。授業は⽇本語を⽤いて⾏い、介護⽼⼈福祉
施設および介護⽼⼈保健施設、障害者⽀援施設などの施設で23⽇間（180時間以上）の実習を⾏う。

◎ ○ 3,4,10

専⾨科⽬
群

介護実習Ⅲ 4 選択 ○

ＩＣＦの視点に基づき、利⽤者の⽣活全体を理解し、受け持ち利⽤者の介護過程の⼀部実践を通して、⼼⾝
の状況に応じた介護を組み⽴てる能⼒を養う。学習到達⽬標は、①訪問介護サービスの利⽤者とニーズと訪
問介護サービスの役割の理解。②在宅での⾝体介護、⽣活援助を理解する。③サービス提供責任者の業務に
ついて、その役割と他職員との関係や連携について理解する④利⽤者と介護関係を構築する技術をより深め
る。⑤⽣活⽀援の場⾯を通した⽣活リハビリテーションや⼼⾝の活性化に関する知識・技法を学ぶ。⑥⼼⾝
の状況に応じた質の⾼い介護サービスを提供するために、受け持ち利⽤者について介護過程の⼀部（アセス
メント・介護計画の作成）を実践する。⑦利⽤者との介護関係を基盤とし個別性に基づく⽣活⽀援技術とそ
の根拠と原則を学ぶ。⑧他職種の役割を理解し連携の在り⽅を学ぶ。⑨地域社会における施設の役割を理解
する

○ ◎ 3,4,10

専⾨科⽬
群

発達と⽼化の理解 A 2 選択 ○
ライフステージに応じた⼼⾝の発達と健康課題について学習を深める。⽣涯発達の過程における課題にアプ
ローチする上で必要となる、対象の発達を多⾯的に捉える⼒を⾝に着ける。学習到達⽬標は、①成⻑と発達
の過程における基本的考え⽅が説明できる。②発達段階における⾝体的・⼼理的・社会的特徴と発達課題及
び特徴的な疾病について理解できる。

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

発達と⽼化の理解 B 2 選択 ○
⼈間の成⻑と発達の過程における、⾝体的・社会的変化及び⽼化が及ぼす影響を理解し、ライフサイクルの
特徴に応じた⽣活を⽀援するために必要な基礎的な知識を習得する。学習到達⽬標は、①⾼齢者に多くみら
れる疾病、症状を理解し、⽣活⽀援の中で効果的な援助ができる。②⾼齢者の健康の維持・増進について理
解し、⽣活を⽀援するための基礎的な知識を理解できる。

  ◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

認知症の理解A 2 選択

⽬標は、認知症の⼈を中⼼に捉え、本⼈と家族が地域で⾃⽴した⽣活を継続するために必要とされる⼼理・
社会的⽀援のための基礎的な知識を⾝につける。主な内容は、認知症を取り巻く⽇本の状況とともに、認知
症に関する医学的な基礎知識を学ぶことで、認知症に伴う⼼理状態の変化や⽣活への影響について考えてい
く。認知症の⼈や家族の⽣活の困りごとや必要とする⽀援を具体的にイメージできるように実際の映像（ド
キュメンタリーや映画）を⽤いて進めていく。毎回の授業後に⼩テストを⾏い、学⽣⾃⾝が理解度を確認で
きるようにしている 授業は講義形式で⾏う

○ ○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

認知症の理解B 2 選択 ○

⽬標は、認知症の理解Aで学んだ認知症の医学的・⼼理的側⾯の基礎的理解を踏まえ、認知症のある⼈がその
⼈らしく⽣活できるように、認知症ケアのアセスメントの⽅法や実践⽅法を習得することと、認知症の⼈を
⽀える家族を⽀援する制度を理解することを⽬的とする。主な内容は、認知症の⼈が地域で最後までその⼈
らしく⽣活ができるように、アセスメントの⽅法や実践⽅法を講義を中⼼に学んでいく。また、社会福祉
サービスの制度や多職種連携などを学び、認知症の⼈を⽀える家族への課題を理解し、⽀援が⾏えるように
グループワークも交えながら検討していく 授業は講義形式で⾏う

○ ○ ◎ 3,10

専⾨科⽬
群

からだのしくみ 2 選択 ○

介護実践に必要な観察・判断⼒の基盤となる⼈体の構造と機能の基礎的な知識を理解できることを⽬的とす
る。主な内容は介護を必要とする⼈の⽣活⽀援を⾏うため⼈体の構造や機能の基礎的な知識を学ぶ。到達学
習⽬標は、①⽣活⽀援の場⾯に応じた、こころとからだのしくみ及び機能低下や障害が⽣活に及ぼす影響、
気づくべき変化や医療職との連携について理解できる。②終末期の⼼⾝の変化が⽣活に及ぼす影響につい
て、⽣活⽀援を⾏うために必要となる基礎的な知識、気づくべき変化や医療職との連携について理解でき
る である

◎ ○ 3,10

専⾨科⽬
群

リスクマネジメント論 2 選択 〇

リスクマネジメントとは現実に起こっている、あるいは起こりそうな問題を、その解決⽅法とともに明確に
提⽰することによって、質の⾼いケアを供給することです。福祉の世界でのリスクマネジメントの基本的な
考え⽅を理解するために、福祉における現実に起こっている問題とは何か、それを解決するために組織と
ネットワーク、介護保険制度、といったテーマを取り上げます。理論についての講義を中⼼とし、⾝近な話
題と結びつけながら考えることを⽬指す

○ ◎ 3,11

専⾨科⽬
群

福祉ビジネス論 2 選択 〇

⼦育て⽀援や⾼齢者・障がい者の介護、環境保護、まちづくり・地域の活性化など私たちの周りには解決し
なければならない様々な社会的課題がたくさんある。このような社会的課題の解決に向けて、ビジネスの⼿
法を活⽤して取り組むのが「福祉ビジネス」である。福祉の世界も介護保険の創設とともに、福祉施設も経
営を考えることが必要になった。これまでの「措置」の世界とは異なり、利⽤者は⾃らの意思で福祉施設を
選択し「契約」するために、福祉施設にもある意味でも競争が出現し、サービスの質が問われるようになっ
た。つまり福祉だけあるいは経営だけではもはや解決できない課題があることを⼈々が認識するようになっ
た。福祉と経営を学ぶ意義は今後ますます⼤きくなっている。この福祉ビジネス論では、福祉現場での仕事
と⼀般企業のビジネスの両⽅に必要なマインド・知識・技術を学び、複雑・多様な問題の解決に取り組むこ
とが きるよう する  

◎ ○ 3,8,11

専⾨科⽬
群

福祉マネジメント論 2 選択
社会福祉サービスの質の向上に向けて、福祉分野だけでない他分野のあらゆる組織の「経営」やマネジメン
ト機能が注⽬されている。本授業では、経営学における組織論、及びサービスマネジメント論における主要
な概念を理解することにより、学⽣が、集団・組織・環境をマネジメントする基本的な視点を得られること
を狙いとする。

○ ◎ 3,11

専⾨科⽬
群

災害福祉論 2 選択 〇

本講義では災害によって⽣じる⼈々の⽣活課題および、⽇本および世界的な災害⽀援の実際と⽀援者の役
割、⽀援に関わる基礎知識、他職種連携の必要性など災害福祉について包括的に学ぶ。講義を通して、1）災
害時、災害後における福祉施設、避難所等における課題とあり⽅について理解できる、（2）災害時、災害後
に必要とされる⽀援体制や⽀援⽅法について理解できる、（3）災害前、災害時や災害後における国や⾃治体
の防災 減災に対する政策動向を理解できることを到達⽬標とする

○ ○ ◎ 3,11,16

専⾨科⽬
群

福祉運営論A 2 選択 〇
⾼齢者福祉事業を取り巻く環境や携わる⼈々の紹介し、各事業体による違いや、組織と運営（経営）の理念

 や使命について学ぶ。
現場における具体的な事例などを交えながら、⾼齢者福祉施設運営全般の理解を深める。

◎ ○ 3,11



専⾨科⽬
群

福祉⾏政論 2 選択 〇
社会福祉分野における⾏政システムの概要、課題について理解し、地域における福祉活動を効果的に展開す
るための基礎を学ぶ。 ◎ ○ ○ 3, 16

専⾨科⽬
群

福祉運営論B 2 選択 〇
⾼齢者福祉事業を取り巻く環境や携わる⼈々の紹介し、各事業体による違いや、組織と運営（経営）の理念

 や使命について学ぶ。
現場における具体的な事例などを交えながら、⾼齢者福祉施設運営全般の理解を深める。

◎ ○ 3,11

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法I

1 選択 ○

複雑・多様化する社会状況にあって、新しく⽣じる⽣活上の困難や問題を解決し相談援助する福祉専⾨職と
して、重視する倫理観と価値観を理解する。そのうえで具体的な援助⽅法としてのソーシャルワークについ
て、倫理基準と倫理的ジレンマ、⾏動j基準、相談援助の実践としてのカウンセリング、事例研究などを学び
「地域を基盤としたソーシャルワーク」の本質を理解する。将来、さまざまな福祉領域で実践的に活動でき
る資質を養う

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法II

1 選択 ○

講義形式で、福祉課題を抱えた者からの相談への対応や、これを受けて総合的かつ包括的にサービスを提供
することの必要性およびその具体的⽅法等にかかわる専⾨知識を学ぶ。授業ではソーシャルワークについて
専⾨的な知識や技能を論理的かつ批判的思考⼒及び判断⼒のもと、主体的に活⽤することができる⼒を習得
する。到達⽬標は、以下の通りである。１ 相談援助の対象とさまざまな実践モデルについて理解する。2
相談援助の過程とそれに係る知識と技術について理解する

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法III

1 選択 ○

「ソーシャルワークの理論と⽅法Ⅰ・Ⅱ」をふまえ、現在の社会福祉⼠に求められる役割、機能を理解す
る。①社会福祉⼠として多様化・複雑化する課題に対応するため、より実践的かつ効果的なソーシャルワー
クの様々な理論と⽅法を理解する。②⽀援を必要とする⼈との援助関係の形成やニーズの掘り起こしを⾏う
ための、知識と技術について理解する。特に、1）ソーシャルワークにおける援助関係の形成、2）ネット
ワークの形成などについて価値 知識 技術を活⽤できる⼒を養成することを⽬指す

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法IV

1 選択 ○

「ソーシャルワークの理論と⽅法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」をふまえ、①社会資源の活⽤の意義を踏まえ、地域における
社会資源の開発やソーシャルアクションについて理解する。②個別の事例の具体的な解決策及び事例の共通
性や⼀般性を⾒出すための事例分析の意義や⽅法を理解する。特に、1）ソーシャルワークにおける社会資源
の活⽤・調整・開発、2）カンファレンスの活⽤、3）事例分析の⽅法について学び、ソーシャルワークにお
ける総合的かつ包括的な⽀援の実際について理解することを⽬指す

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

司法福祉 2 選択 ○

本授業は、犯罪・⾮⾏という社会現象を福祉的視点から考え、加害者の更⽣や被害者の⽀援等について理解
を深めることが⽬的である。司法福祉論の基礎を知り、更⽣保護制度はもちろん、犯罪そのものの意味や⼈
を処罰することの意味を考える。少年や障害者、⾼齢者と犯罪との関連や犯罪被害者⽀援など今⽇的問題と
して考える⼒を養う。到達⽬標は以下の通りである。①相談援助活動において必要となる更⽣保護制度につ
いて理解する。②更⽣保護を中⼼に、刑事司法・少年司法分野で活動する組織、団体及び専⾨職について理
解する。③刑事司法・少年司法分野の他機関等との連携の在り⽅について理解する。④司法関連の⽀援を
ソーシャルワーカーが⾏うことの意義について考えることが⽬標である。

◎ ○ 3,16

専⾨科⽬
群

貧困に対する⽀援論 2 選択 ○

⽣活保護や低所得者対策については、ここ数年で⼤きな改正や新たな制度が創設されている。この授業で
は、どのような理由で貧困者対策が講じられてきたのか、そもそも貧困とは何を指すのかを理解する。その
後、⽣活保護制度が成⽴した経緯やその後の変遷とともに、時代と社会が変容する中で低所得者に対してど
のような対策が講じられてきたのかを理解する。到達⽬標は、１．貧困や公的扶助の概念を踏まえ、貧困状
態にある⼈の⽣活実態とこれを取り巻く社会環境について理解することができる。２，貧困の歴史と貧困観
の変遷について理解することができる。３，貧困にかかる法制度と⽀援の仕組みについて理解することがで
きる。４．貧困による⽣活課題を踏まえ、福祉専⾨職としての適切な⽀援のあり⽅を理解することができ
る

○ ○ ◎ 1

専⾨科⽬
群

社会保障論I 2 選択 ○

本授業では、わが国の社会保障制度の概念や対象及び理念を展開過程と共に理解した上で、社会保障制度の
体系と概要を学び制度の置かれていている状況や課題を考察する。到達⽬標は以下の３点である。 ①社会保
障の概念や対象及びその理念について、社会保障制度の展開過程も含めて理解する。 ②公的保険制度と⺠間
保険制度の関係について理解する。 ③社会保障制度の体系と概要について理解する。なお、「社会保障論
Ⅰ」とともに単位修得することで、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠の指定科⽬となる。

◎ ○ 1,3,8

専⾨科⽬
群

社会保障論II 2 選択 ○

本授業は、社会保障論Ⅰの学びを踏まえ、少⼦⾼齢社会における社会保障の意義を理解したうえで制度を⽀
える財政の仕組みを理解し、諸外国の制度の概要を参考としながら、持続可能な制度体系に求められるもの
は何かを検討するものである。到達⽬標は以下の通りである。①現代社会における社会保障制度の役割と意
義、取り組むべき課題について理解する。②社会保障制度の財政について理解する。 ③諸外国における社会
保障制度の概要について理解する。なお、「社会保障論Ⅱ」とともに単位修得することで、社会福祉⼠・精
神保健福祉⼠の指定科⽬となる

◎ ○ 1,3,8

専⾨科⽬
群

地域福祉の理論と⽅法I 2 選択 ○

現代社会における地域福祉の⽬的、意義、その⽅法について理論と実践の両⾯から学んでいく。地域福祉の
歴史的展開を踏まえ、社会サービスとの関連で地域包括的ケアの在り⽅と個⼈が地域において⾃⽴的⽣活を
可能にするための⽀援⽅法を⽰し、地域福祉の主体形成について考察する。①地域福祉の基本的な考え⽅、
展開、動向について理解する。②地域福祉における主体と対象を理解し、住⺠の主体形成の概念を理解す
る。 ③包括的⽀援体制の考え⽅と、多職種及び多機関協働の意義と実際について理解する。④地域⽣活課題
の変化と現状を踏まえ、包括的⽀援体制における社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠の役割を理解する。なお、
「地域福祉の理論と⽅法Ⅱ」を併せて単位修得することで社会福祉⼠・精神保健福祉⼠の指定科⽬となる。

○ ◎ 1,3,11

専⾨科⽬
群

地域福祉の理論と⽅法
II

2 選択 ○

この授業は地域共⽣社会の中でソーシャルワーカーが備えておくべき主にマクロ的な知識である福祉⾏財政
システム、福祉計画の意義と種類・策定と運⽤、地域共⽣社会の実現に向けた包括的実施体制、災害時にお
ける総合的かつ包括的な⽀援体制について理解する。到達⽬標は「１．地域福祉を推進するための、福祉⾏
財政の実施体制と果たす役割について理解する。２．地域福祉計画をはじめたとした福祉計画の意義・⽬的
及び展開を理解する。３．包括的⽀援体制の考え⽅と、多機関協働の意義と実際について理解する。４．地
域⽣活課題の変化と現状を踏まえ、包括的⽀援体制における社会福祉⼠及び精神保健福祉⼠の役割を理解す
る。」である。なお、「地域福祉の理論と⽅法Ⅰ」とともに単位修得することで社会福祉⼠・精神保健福祉
⼠の指定科⽬となる

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク演習I 1 選択 ○

この授業では、「ソーシャルワークの基礎」をふまえ、ソーシャルワーカーが取り組む課題を多⾓的に分析
し、ミクロからマクロレベルの実践領域に対して、ソーシャルワークの価値、知識、技術を様々な事例を活
⽤しながら具体的に転換できる⼒を養うため以下2点を⽬標とする。①ソーシャルワークの実践に必要な知識
と技術の統合を⾏い、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒を習得す
る。②社会福祉⼠に求められるソーシャルワークの価値規範を理解し、倫理的な判断能⼒を養う。特に、1）
ケースの発⾒・インテーク・アセスメント・プランニング・⽀援の実施・モニタリング・⽀援の終結と事後
評価・アフターケアについて理解する。2）事例を活⽤した複合的な課題に対する総合的かつ包括的な⽀援に
ついて理解することを⽬指す

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク演習
II

1 選択 ○

この授業では、「ソーシャルワーク演習Ⅰ」をふまえ、ソーシャルワーカーが取り組む課題を多⾓的に分析
し、ミクロからマクロレベルの実践領域に対して、ソーシャルワークの価値、知識、技術を様々な事例を活
⽤しながら具体的に転換できる⼒を養うため以下2点を⽬標とする。①⽀援を必要とする⼈を中⼼とした分野
横断的な総合的かつ包括的な⽀援について実践的に理解する。②地域の特性や課題を把握し解決するため
の、地域アセスメントや評価等の仕組みを実践的に理解する。特に、1）アウトリーチ・チームアプローチ・
ネットワーキング・コーディネーション・ネゴシエーション・ファシリテーション・プレゼンテーションの
視点・ソーシャルアクションについて理解する。2）地域福祉の基盤整備と開発について理解することを⽬指
す

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

社会福祉経営 2 選択 ○

ソーシャルワークを展開するための経営基盤について知り、新たな発想で新事業を⽴ち上げることができる
ようになることが⽬標である。 福祉サービス提供組織はさまざまである。多様な組織・団体について理解
し、その経営について学ぶ。担当教員はＮＰＯ法⼈を経営しており、実際の経営の仕⽅をもとに授業を展開
する。⼀般の経営⽅法と福祉サービスの経営⽅法の相違点を意識し、福祉経営のあり⽅について考える。本
授業はソーシャルワークを展開するための経営基盤について知り、新たな発想で新事業を⽴ち上げることが
できるようになることを⽬標とし、詳細な到達⽬標は以下の通りである。①福祉サービスに係る組織や団体
について理解する。②福祉サービスの組織と経営に係る基礎理論について理解する。③福祉サービスの経営
と管理運営について理解する

○ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

医療ソーシャルワーク
論

2 選択 ○

本科⽬は、ソーシャルワーカーが対⼈援助を実践していくために必要となる保健医療サービスの実際と活⽤
について学ぶことを⽬的とする。誰もが何らかの病気になったり、障害を抱えたりするときに保健医療サー
ビスが必要となる。こうした状況下では、病気そのものの治療だけでなく、クライエントの⽣きる意味が問
われることとなる。医療ソーシャルワークの役割は、このような際にクライエントの⽣活の連続性を⽀え、
⾃分らしく⽣きられることをサポートすることである。そのために本講義では⼈⽣の質を⾼めるという視点
から保健医療サービスの実際と活⽤を学ぶ。相談援助活動を⾏う専⾨職として必要な保健医療サービスに関
する基礎的な知識を⾝につけ活⽤できるようにする

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

権利擁護と成年後⾒制
度

2 選択 ○

社会福祉の実務は法律を根拠としている。法律の理解を深めながら、特に社会福祉⼠が担い⼿として期待さ
れている成年後⾒制度について学び、社会福祉事業と権利擁護のあり⽅や課題を考察する。本授業は、基本
的に講義形式をとるが、グループディスカッションも⾏い権利擁護を取り巻く近年の状況への理解を深め
る。学習到達⽬標は、①憲法、⺠法、⾏政法について理解することができる。②成年後⾒制度の概要、仕組
み、利⽤現状および課題、最新の動向などについて理解することができる。③成年後⾒制度に関連する制度
（例 虐待防⽌ 消費者 差別解消など）について理解することができる

○ ○ ◎ 3,16

専⾨科⽬
群

保育の表現理解(⾳
楽)A

1 選択 〇
「⾳楽⼊⾨」において修得できた各個の段階に続けて学習を進めていく。本科⽬で新たに設定する課題A「ピ
アノの演奏能⼒」、課題B「童謡唱歌等課題曲の弾き歌い」（挨拶の歌、季節の歌、⾏事の歌など）、課題C
「“コールユーブンゲン”より抜粋」、課題D「⼿遊び歌課題曲」は、ガイダンスにおいてより具体的な資料を
配布する。

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育の表現理解(⾳
楽)B

1 選択 〇
「⾳楽⼊⾨」において修得できた各個の段階に続けて学習を進めていく。本科⽬で新たに設定する課題A「ピ
アノの演奏能⼒」、課題B「童謡唱歌等課題曲の弾き歌い」（挨拶の歌、季節の歌、⾏事の歌など）、課題C
「“コールユーブンゲン”より抜粋」、課題D「⼿遊び歌課題曲」は、ガイダンスにおいてより具体的な資料を
配布する。

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育の表現理解(造
形)A

1 選択 〇

幼児の造形表現の指導を⾏う上で必要となる基本的な知識と技術を⾝につける。造形表現活動に必要な材
料、道具、使⽤⽅法、造形美術の知識を習得し、演習を通じて活⽤する技術を⾝につける。幼児の視点に
⽴った豊な感受性を養うために⾃然素材や⼈体、⾝近なものを使った造形活動を取り⼊れ、創造性や表現⼒
を養う。作品を講評しあい、お互いの表現を認め合うことによって、造形表現への理解や感性を深める。授
業形態は 講義と演習とする

◎ ○ 3,4



専⾨科⽬
群

保育の表現理解(造
形)B

1 選択 〇

幼児の造形表現の指導を⾏う上で必要となる基本的な知識と技術を⾝につける。造形表現活動に必要な材
料、道具、使⽤⽅法、造形美術の知識を習得し、演習を通じて活⽤する技術を⾝につける。幼児の視点に
⽴った豊な感受性を養うために⾃然素材や⼈体、⾝近なものを使った造形活動を取り⼊れ、創造性や表現⼒
を養う。作品を講評しあい、お互いの表現を認め合うことによって、造形表現への理解や感性を深める。授
業形態は 講義と演習とする

○ ○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育の表現理解(体
育)A

1 選択 〇

保育者として何を準備し何に注意しながら、どこまで働きかけ、どのような声をかけていけば、⼦供たちに
「遊び」を仕掛けていけるのか、また、⽀えていけるのかという実践⼒を養う。
複数⼈で保育にあたるなど「チーム」単位で活動を展開する際の役割分担や留意点などについて実践を通し
て理解する。 以上を⽬標に本授業では、乳幼児の活動のほとんどが遊びと不可分であるという観点から、
様々な活動を「遊び」として⽴ち上がらせ、発展させていく具体的なスキルについて触れていく。それとと
もに、授業の後半では演習形式をとり、チームとして「遊び」の世界をいかに⽀えていくかという保育実践
⼒を学ぶ

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育の表現理解(体
育)B

1 選択 〇

保育者として何を準備し何に注意しながら、どこまで働きかけ、どのような声をかけていけば、⼦供たちに
「遊び」を仕掛けていけるのか、また、⽀えていけるのかという実践⼒を養う。複数⼈で保育にあたるなど
「チーム」単位で活動を展開する際の役割分担や留意点などについて実践を通して理解する。 以上を⽬標に
本授業では、乳幼児の活動のほとんどが遊びと不可分であるという観点から、様々な活動を「遊び」として
⽴ち上がらせ、発展させていく具体的なスキルについて触れていく。それとともに、授業の後半では演習形
式をとり、チームとして「遊び」の世界をいかに⽀えていくかという保育実践⼒を学ぶ。

○ ○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼦どもの⽣活と社会 2 選択 〇

幼児の⽣活が「家庭を基盤として地域社会を通じて次第に広がりをもつもの」（幼稚園教育要領）であるこ
とに留意し、幼児にとって⾝近な社会⽣活の場である「地域」において豊かな⽣活体験が得られるようにす
るために、⼦どもの⽣活と社会についての理解をフィールドワークを交えながら深めていく。また、幼稚園
だけでなく⼩学校の「⽣活科」教育へのつながり、展開を視野に⼊れた保育ができる幼稚園教諭となるため
の基本的素養を培うことを⽬標とする

◎ ○ ○ 1,4

専⾨科⽬
群

⼦どもの⾷と栄養A 1 選択 〇

⼦どもの健やかな⼼⾝の発育・発達を⽬指すためには、⽣活の基本としての「⾷⽣活」の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解することが必要である。そのためには、栄養学、調理学、⾷品学などの知識や⼦どもの
⾝体発育・発達、精神的特徴などを学び、調理実習を通して、基本的な調理技術や材料の扱い⽅なども習得
する。また、⾷の⼤切さ、⾷の⾯⽩さ、⾷べることの楽しさなど、⾷育についての理解を深めて、保育現場
などで実践することができる。以上を⽬標に、⼦どもの健康と⾷⽣活の意義、栄養に関する基本的知識、⼦
どもの発育・発達と⾷⽣活、⾷育の基本と内容などについて学習する。⼦どもの発達段階に合わせた献⽴作
成を試み、⼦どもたちの⾷に関する興味・関⼼を深める⽅法について考える。調理実習を通して調理⼿順を
考え 基本的な調理技術と⾷材の扱い⽅を学ぶ

○ ◎ 2,3,12

専⾨科⽬
群

⼦どもの⾷と栄養B 1 選択 〇

⼦どもの健やかな⼼⾝の発育・発達を⽬指すためには、⽣活の基本としての「⾷⽣活」の意義や栄養に関す
る基本的知識を理解することが必要である。そのためには、栄養学、調理学、⾷品学などの知識や⼦どもの
⾝体発育・発達、精神的特徴などを学び、調理実習を通して、基本的な調理技術や材料の扱い⽅なども習得
する。また、⾷の⼤切さ、⾷の⾯⽩さ、⾷べることの楽しさなど、⾷育についての理解を深めて、保育現場
などで実践することができる。以上を⽬標に、⼦どもの健康と⾷⽣活の意義、栄養に関する基本的知識、⼦
どもの発育・発達と⾷⽣活、⾷育の基本と内容などについて学習する。⼦どもの発達段階に合わせた献⽴作
成を試み、⼦どもたちの⾷に関する興味・関⼼を深める⽅法について考える。調理実習を通して調理⼿順を
考え 基本的な調理技術と⾷材の扱い⽅を学ぶ

○ ◎ 2,3,12

専⾨科⽬
群

⼦どもの保健 2 選択 〇

１．⼦どもの⼼⾝の健康増進を図る保健活動の意義を理解する。２．⼦どもの⾝体的な発育・発達と保健に
ついて理解する。３．⼦どもの⼼⾝の健康状態とその把握の⽅法について理解する。
４．⼦どもの疾病とその予防法及び他職種間の連携・協働の下での適切な対応について理解する。 以上を⽬
標に⼦どもの⼼⾝の発育、発達、健康状態の把握の⽅法について理解し、健康増進の実践のための知識と技
術を習得し、⼦どもの疾病と予防を地域の社会資源と連携し⽀援できるように演習⽅式で授業を⾏う。
  

○ ◎ 2,3

専⾨科⽬
群

⼦どもの健康と安全 1 選択 〇

１．保育における保健的観点を踏まえた保育環境や援助について２．保育における衛⽣管理・事故防⽌及び
安全対策・危機管理・災害対策について３．⼦どもの体調不良等に対する適切な対応について４．保育にお
ける感染症対策について５．保育における⼦どもの発達や状態等に即した適切な対応について６．⼦どもの
健康及び安全の管理に関わる、組織的取組や保健活動の計画及び評価等について、関連するガイドライン等
を踏まえ具体的に理解することを⽬標に、⼦どもが発育、発達に応じた健康、安全⾏動ができるように親⼦
⽀援をする（健康教育、健康⽀援、環境づくり）。また感染症対策、衛⽣管理・事故予防及び安全対策、危
機管理・災害対策を計画、実施、評価し、親⼦が安全に⽣活できるように⽀援できるように授業を⾏う。

○ ◎ 2,3

専⾨科⽬
群

特別な保育ニーズの理
解と⽀援A

1 選択 〇

幼稚園や保育所も特別⽀援教育の対象となっており，個別の指導計画を⽴てることが望ましいとされてい
る。各障がいについての理解を深めるとともに，⽀援の必要な⼦どもたちの保育について理解し，⼀⼈ひと
りの⼦どもの発達に応じた指導を計画し，実践する⼒を養う。この科⽬では，障がいの概念や障がい児保育
の変遷，⾝体と脳，各障害（肢体不⾃由，⾃閉症スペクトラム，ADHD, 知的障害，学習障害）の特徴と望ま
しい⽀援について学ぶ

○ ◎ ○ 3,4,10

専⾨科⽬
群

特別な保育ニーズの理
解と⽀援B

1 選択 〇

幼稚園や保育所も特別⽀援教育の対象となっており，個別の指導計画を⽴てることが望ましいとされてい
る。各障がいについての理解を深めるとともに，⽀援の必要な⼦どもたちの保育について理解し，⼀⼈ひと
りの⼦どもの発達に応じた指導を計画し，実践する⼒を養う。この科⽬では，各障害（視覚障害，聴覚障
害，⾔語障害，重症⼼⾝障害）の特徴と望ましい⽀援について学ぶ。また，地域社会への参加・インクルー
ジョンや合理的配慮等の基本的考え⽅を⾝につけるとともに，家庭への⽀援や関係機関との連携・協働につ
いて理解する

○ ◎ ○ 3,4,10

専⾨科⽬
群

乳児保育 2 選択 〇

乳児保育の意義・⽬的と歴史的変遷及び役割について、保育所、乳児院等多様な保育の場における乳児保育
の現状と課題について、３歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と運営体制について、乳児保育にお
ける職員間の連携・協働及び保護者や地域の関係機関との連携について等、乳児保育の意義・⽬的全般につ
いて理解する。保育所、乳児院等多様な場での乳児保育の現状と課題について理解する。3歳未満児の発育・
発達を踏まえた保育の内容と、3歳以上児の保育への移⾏を⾒据えた⽣活と遊びについて理解する。乳児の⼼
⾝の健康的な成⻑、発達の⽀援、保護者⽀援のための知識、技術を習得できるように講義、演習⽅式の授業
を実施する

○ ◎ 2,3

専⾨科⽬
群

乳児保育演習 1 選択 〇

保育所、乳児院等多様な場での乳児保育の現状と課題、3歳未満児の発育・発達を踏まえた保育の内容と、3
歳以上児の保育への移⾏を⾒据えた⽣活と遊びについて等、乳児保育で学習した乳児の⼼⾝に関する知識と
技術に基づき、乳幼児（０ー３歳未満）の養護、保育（環境整備、遊びの⽀援）、保護者⽀援（相談、家庭
保育⽀援）の実践の技術について演習し、実践できる能⼒を⾝につける。また保育指導計画（短期、⻑期、
個⼈、集団）の作成に基づき保育する能⼒を⾝につける講義、演習⽅式の授業を⾏う。

○ ◎ 2,3

専⾨科⽬
群

⼦どもの理解と援助 1 選択 〇

より具体的な保育実践について⼼理学の視点から学んでいく。本授業を通して，⼦どもの⾝⼼の発達と保育
実践の関係，⽣活や遊びを通した⼦どもの学び，保育における発達援助について理解を深め，実践に活かせ
るようになることを⽬指す。特に教育⼼理学をベースとし，幼児教育・保育に関連する知⾒を講義してい
く。また，グループワークを⾏い，課題に対して⼼理学の知⾒を活⽤しながら解決する⼒を養っていく。グ
ループ討議・発表では 発表内容に対しての質疑を⾏った上で 解説を加えていく

○ ◎ ○ 4, 17

専⾨科⽬
群

⼦ども家庭⽀援の⼼理
学

2 選択 〇

保育の⼼理学で学んだ内容を基礎としながら、乳幼児や乳幼児を取り巻く⼈々に関する発達理論を中⼼に以
下の内容を学ぶ。１．⽣涯発達に関する⼼理学の基礎的な知識を習得し，初期経験の重要性，発達課題等に
ついて理解する。２．家族・家庭の意義や機能を理解するとともに，親⼦関係や家族関係等について発達的
な観点から理解し，⼦どもとその家庭を包括的に捉える視点を習得する。３．⼦育て家庭を巡る現代の社会
的状況と課題について理解する。４．⼦どもの精神保健とその課題について理解する。また，乳幼児の発達
に果たす家族 家庭の機能について⾃⾝で考える

○ ○ ◎ 3,4,5

専⾨科⽬
群

保育実習（保育所）I 2 選択 〇

保育実習1は初めての保育所実習である。⼊学後学んできた知識や技術がどれほど⾝についているかを保育実
践の場で総合的に確認し、⾃⼰課題を明確化する場でもある。また、保育者としての使命感や⼦どもへの愛
情を深め、保育者としての資質の向上を図ることや、⼦どもの発達に即した援助を実践的に学び、実践的な
能⼒を養うことを⽬的とする。さらに、⼊所児童だけでなく、⼦どもたちを取り巻く環境についても知り、
⾃らの⽣活する社会や福祉について問題意識を持ち 積極的に学ぶ態度を養う

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育実習指導（保育
所）I

1 選択 〇

実習の意義を理解し、実習を円滑に進めていくための準備を⾏う。保育観察の仕⽅、⽇誌の書き⽅を学ぶ。
実習で必要な保育実践技術を確認し、指導計画の⽴案などを実践的に学ぶ。実習内容や指導計画を⽤いてグ
ループ討議などをしながら、学習内容を明確にするとともに、実習体験を深化させ今後の実習に向けての⾃
⼰課題を明確にする。保育や⼦どもの育ちに⼗分な関⼼と基礎的な知識を持ち、⾃⾝で⽬標設定できる⼒を
⾝につける。実習後に客観的に振り返り、反省と新たな⽬標設定ができ、課題解決に取り組める⼒を⾝につ
ける

◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育内容総論 1 選択 〇

幼稚園・保育所等就学前保育における⼦ども理解、保育の計画、環境の構成、援助の実際について知識や理
解を深め、保育者として保育を構想する⼒や実践⼒を⾝につける。保育内容を総論的にとらえる視点を⾝に
つけ、幼稚園教育要領及び保育所保育指針の⽰す保育の基本及び保育内容の考え⽅や指導法について理解す
る。環境を通しての保育、遊びを通しての総合的な指導ということについて理解する。幼稚園・保育所で⾝
につける⼼情・意欲・態度について考える。幼稚園・保育所等就学前保育における⼦ども理解、保育の計
画 環境の構成 援助の実際について学ぶ

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育内容演習(健康) 1 選択 〇

乳幼児期における「健康」について、多⾯的に把握する。領域「健康」の内容を踏まえた保育実践をイメー
ジできるようにする。 以上を到達⽬標とし、本授業では、領域「健康」のねらい及び内容と他領域との関連
について扱っていく。その際、保育現場における具体的な諸問題や⼩学校との連携に関する対応等も交える
ことで、実践に結びつけながら理解を深める。それらの上で、乳幼児期における「健康」について考察して
いくことを⽬指す

○ ◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育内容演習(⼈間関
係)

1 選択 〇

乳幼児期の社会性の発達を踏まえながら他領域と関連付けながら，領域「⼈間関係」のねらいや内容を理解
する。「他の⼈々と親しみ，⽀えあって⽣活するために，⾃⽴⼼を育て，⼈と関わる⼒を養う」保育の理論
と実践について学び，「幼児教育において育みたい資質・能⼒」及び幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」，さらに⼩学校の教科に発展しつながる保育⽅法を考える。指針や教育要領における内容の取扱いにつ
いて解説をしながら 主に演習形式で進める

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

社会的養護 2 選択 〇

現代社会における社会的養護の意義と課題について、歴史的な変遷や社会的養護の制度と実施体系や施設養
護の実際の理解を深めていき、児童福祉施設等で働く保育⼠としての専⾨性を⾼めていく。内容としては、
１．現代社会における社会的養護の意義と歴史的変遷について理解する、２．⼦どもの⼈権擁護を踏まえた
社会的養護の基本について理解する、３．社会的養護の制度や実施体系等について理解する、４．社会的養
護の対象や形態、関係する専⾨職等について理解する、５．社会的養護の現状と課題について理解できるも
のとなっている

◎ ○ ○ 1,10,16



専⾨科⽬
群

社会的養護演習 1 選択 〇

社会的養護の実践を理解するとともに、各児童福祉施設の援助者としての知識、技能の習得と専⾨性の理解
を深め、到達⽬標に沿いながら保育者として実践する⼒を⾝につける。現代の社会の中で保育⼠は児童福祉
施設等の援助者として、⼦どもたちと関わり、⼦どもの権利を守る者として、重要な役割を担っている。児
童の⼼⾝の成⻑・発達を保障し、⽀援するために必要な知識、技能の習得を⽬指すとともに、専⾨職として
の専⾨性を⾼めることをねらいとして、受講⽣が主体的に授業に参加し、必要な素養を習得できるよう演習
形式で グループワークを中⼼に授業を展開していく

○ ◎ ○ 1,10,16

専⾨科⽬
群

保育原理 2 選択 〇

保育所では，０歳児から⼩学校就学の始期に達するまでの乳幼児を対象として，保育を⾏っている。⻑い⼦
どもは６年間保育所⽣活を送ることになる。乳幼児期は⼈間形成の基礎を培う重要な時期であり，⼦どもの
健全な⼼⾝の発育を図るためには正しい児童観と保育観をもち，⼦どもの発達を⾒通して発達段階にふさわ
しい関わり⽅が必要である。少⼦化の今⽇，保育に対するニーズは多様化し様々な保育形態が増えている。
さらに在宅⺟⼦の育児⽀援も保育⼠の重要な仕事となっている。具体的には次の内容を学習する。①保育の
意義及び⽬的について理解する。②保育に関する法令及び制度を理解する。③保育所保育指針における保育
の基本について理解する。④保育の思想と歴史的変遷について理解する。⑤保育の現状と課題について理解
する ⑥諸外国の保育について考察する

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育・教育課程論 2 選択 〇

「カリキュラム」という⾔葉の意味と、カリキュラムの制度的な側⾯として位置づけられる「保育所保育指
針」、「幼稚園教育要領」、「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の内容を理解する。また保育の内
容の充実と質の向上に資する保育の計画及び評価についての意義と実践的な側⾯として位置づけられる各教
育・保育機関の理念や⽅針に基づいて構想される保育・教育課程や指導計画について理解する。保育の過程
（計画・実践・記録・省察・評価・改善）について、その全体構造を捉え、保育⼠として保育計画をデザイ
ンする際に⼤切にしたい考え⽅について古典を通して学び、教師・保育⼠が創造する学びの履歴という視点
から ⾃由な発想に基づく保育計画をデザインする

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育内容指導法 2 選択 〇

保育内容5領域「健康」、「⼈間関係」、「環境」、「⾔葉」、「表現」を総合的なものとしてとらえるとと
もに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）」として、⼦どもたちの成⻑を連続的なものとし
て捉え、幼児期の姿と⼩学⽣の姿をつなげていくために、保育の総合的指導を理解する。⼦どもの発達を育
む「遊び」の理解に重点を置き、⼦どもにとっての「遊び」の意味と、「遊び」を⽀える保育者の役割や具
体的援助について考えること幼保連携型認定こども園教育・保育要領を通して、保育者としての実践⼒を獲
得する。また遊びと⽣活を充実させる、保育の計画、実践、評価について学ぶ。

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

福祉専⾨書講読A 1 選択

「社会福祉とは何か」を理解するために、福祉に関する⽂献や専⾨書籍を精読する授業と位置づけている。
まず、⽂献や専⾨書籍に関する購読、まとめる、プレセンテーションの⽅法について講義をする。また、指
定する⽂献や専⾨書籍を輪読し、まとめてプレゼンテーションするという購読プロセスの演習を⾏う。そし
て、福祉専⾨書を購読する⼒を⾒つけることができるようにする。学習到達⽬標は、①社会福祉について興
味関⼼を持つようにする。②⽂献や専⾨書籍の精読⽅法を⾝につける。③⽂献・専⾨書籍の選択からプレゼ
ンテーションするまでできる

○ ◎ ○ 3, 17

専⾨科⽬
群

福祉専⾨書講読B 1 選択

この授業は福祉専⾨書購読Aの授業の延⻑線と位置づけられる。福祉専⾨書購読Aの授業を通して、「社会福
祉とは何か」と「福祉専⾨書購読⽅法」を理解したうえで、⾃分の興味関⼼のある領域の⽂献や書籍を複数
選択して精読をし、まとめてプレゼンテーションを⾏う。そして、社会福祉理論の勉強とゼミ選択につなが
ることができるようにする。学習到達⽬標は、①⾝分の興味関⼼のある福祉分野を⾒つけることができる。
②興味関⼼のある福祉分野に関する⽂献・専⾨書籍を選択して精読し、まとめてプレゼンテーションするこ
とができることを⽬指す

○ ◎ ○ 3, 17

専⾨科⽬
群

精神医学II 2 選択 ○

精神医学Ⅰで学んだ精神医学の基礎知識をもとに、精神障害の種類、それぞれの特徴、及び、診断⽅法、治
療⽅法について学ぶ。その学びを通して、精神障害者への理解を深め、専⾨家としての関わり⽅を学びつ
つ、国家試験に必要な知識の習得を⽬指す。毎回、⿊板を使って講義形式で授業を進める。適宜、授業の
テーマに関連する資料を配布し、説明を⾏う。講義の合間に、精神障害の理解を深めるために、少⼈数のグ
ループワークを取り⼊れる。精神医学Ⅱでは、できるだけ具体的な事例を⽤いて授業を展開し、精神障害に
ついての実践的な知識を養う

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

精神保健学I 2 選択 ○

国⺠のメンタルヘルスに深い関⼼を持ち、専⾨職としての知識と実践⼒を学び考える 。ＷＨＯの健康の概
念、精神的健康、予防の概念、疾病と健康の連続性など精神保健学の基礎的な視点を理解する。各ライフサ
イクルにおける精神保健の諸問題とその第1次予防の重要性を理解する。また、私たちのメンタルヘルスにか
かわる法や制度の概要についてもあわせて理解し、早期発⾒、早期治療、リハビリテーションのあり⽅につ
いて理解を深める。私たちの精神保健は、個⼈、家族、集団、組織、地域、社会、⽂化、環境などによって
影響を受けている。精神的健康の維持、増進が⼈や社会の関係性の中で促進されることをめざし、専⾨職と
しての⾃覚も意識できるよう授業展開を進める。

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健学II 2 選択 ○

国⺠のメンタルヘルスに深い関⼼を持ち、専⾨職としての知識と実践⼒を学び考える 。現代の精神保健にお
ける個別課題を取り上げ、その基本知識と対応策について理解すること。主な項⽬は、家庭や学校、職場な
どにおける精神保健・虐待問題・いじめ・ひきこもり・⾃殺対策とうつ病・認知症の理解と対応・アディク
ション関連問題など、現代において社会的問題としても取り上げられる各課題に焦点をあてている。その社
会的背景、具体的⽀援の実際について追及し、第1予防、第2次予防、第3次予防といった各次元での対応策や
⽀援体制なども理解することも⼤切である。これらを通して、現在の⽇本の精神保健の現状と課題を把握す
るとともに 専⾨職としての役割を学ぶ

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

臨床⼼理学 2 選択

ストレス社会の中で，⼈は精神的に不健康状態に陥ることがある。この授業は，講義形式で⾏うが，できる
限り⼼理検査などのワークも取り⼊れる。代表的な理論モデルと主な⼼の問題について概観するとともに，
アセスメントや介⼊技法について学ぶ。さらにその応⽤として⼦育て世代を対象に，メンタルヘルスと⼦育
て⽀援について理解する。この講座の到達⽬標は以下の通りである。１臨床⼼理学とその研究⽅法を理解す
る。２理論モデルとそれに基づく技法について理解する。３⼼理アセスメントの⽅法を理解する。４発達障
がい、統合失調症、うつ病、不安障害を理解する。５虐待が脳に与える影響を理解する。６メンタルヘルス
や⼦育て⽀援について理解する 

◎ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法（専⾨）I

2 選択 ○

精神障がい者の社会的課題を適切に分析することができる。そして、これらの課題を⽀援するための具体的
な援助技術の展開⽅法について説明、活⽤できる⼒を養成する。特に、①精神障害及び精神保健福祉の課題
を持つ⼈に対するソーシャルワークの過程を理解する。②精神障害及び精神保健福祉の課題を持つ⼈と家族
の関係を理解し、家族への⽀援⽅法を理解する。③精神医療、精神障害者福祉における多職種連携・多機関
連携の⽅法と精神保健福祉⼠の役割について理解し 具体的な援助技術を養う

○ ○ ◎ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワークの理
論と⽅法（専⾨）II

2 選択 ○

精神障がい者の社会的課題を適切に分析することができる。そして、これらの課題を⽀援するための具体的
な援助技術の展開⽅法について説明、活⽤できる⼒を養成する。特に、①精神保健福祉⼠と所属機関の関係
を踏まえ、組織運営管理、組織介⼊・組織活動の展開に関する概念と⽅法について理解する。②個別⽀援か
らソーシャルアクションへの実践展開をミクロ・メゾ・マクロの連続性・重層性を踏まえて理解する。③精
神保健福祉分野以外における精神保健福祉⼠の実践展開を理解し、具体的な援助技術を養う。

○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉制度論 2 選択 ○

近年、障害者福祉施策は施設中⼼から地域中⼼に⼤きく転換し、⾃⽴⽣活など福祉の新しい理念が続々と登
場している状況である。精神保健福祉の施策も同様に⼤きな転換を迫られているが、必ずしも、地域在宅医
療や精神障害者にかかわる福祉は⼗分に進んでいるとは⾔いがたい状況がある。ここに精神保健福祉の特殊
性があらわれており、精神保健福祉⼠に求められる役割も明確となる。本授業では、こうした視点から、精
神障害者に関する制度やサービスを⼀度捉えなおして、⼈権擁護と⾃⽴⽀援を前提としたソーシャルワーク
を⾏うための基本的知識を押さえ、説明できることをめざす。また、専⾨職として、今後の精神保健、医
療 福祉について どうあるべきかを考察できる⼒をつける

◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神障害リハビリテー
ション論

2 選択 ○

精神障害者の障害の特⻑を理解し、全⼈間的復権の視点から精神科リハビリテーションの基礎知識を⾝につ
ける。その際に個⼈の機能だけでなく、家族や環境へ働きかけることの重要性を理解する。また、精神障害
者のリハビリテーションの理論と⽅法、プロセス、技法も理解をすることも重要であり、特に実施機関、施
策・制度、社会資源、専⾨職等についての役割等も理解を深め、その上で、様々な事例を紹介しながら、地
域を基盤とするリハビリテーション体制における多職種の協働・連携のあり⽅や精神保健福祉⼠の果たすべ
き役割を考察することを⽬標とする

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

スポーツ⼼理学 2 選択

スポーツに関係するさまざまな問題を⼼理学の⽅法を⽤いて分析し、スポーツの実践や指導に役⽴つ知⾒や
スキルを提供することを⽬的とする。具体的には、⼈間の⼼理的発達や学習、動機づけ、集団の⼼理、臨床
的アプローチからスポーツにかかわる問題を捉えなおし、⼈間に対する理解を深め、科学的にスポーツを考
察できる視点を養う。いわゆるスポーツにおける精神論や根性論からの脱却をめざす。また、カウンセリグ
のスキルを習得し いわゆるスポーツ臨床・障害に対応できる資質を養う

◎ 3

専⾨科⽬
群

専⾨⽇本語(福祉・介
護)

2 選択
福祉（介護・保育）現場で必要な⽇本語や表現を習得することを⽬標とする。
介護・保育の現場における1⽇の流れを把握し、要所要所で必要な知識、⽇本語を勉強し、実践する。 ○ ◎ 17

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク実習I 6 選択 ○

本授業は、「厚⽣省告⽰第203号および265号」指定施設において必要な実習を⾏うものであり、80時間相当
の配属実習を実施する。授業の⽬的・ねらいは以下の通りである。① ソーシャルワークの実践に必要な各科
⽬の知識と技術を統合し、社会福祉⼠としての価値と倫理に基づく⽀援を⾏うための実践能⼒を養う。②⽀
援を必要とする⼈や地域の状況を理解し、その⽣活上の課題（ニーズ） について把握する。③ ⽣活上の課題
（ニーズ）に対応するため、⽀援を必要とする⼈の内的資源やフォーマル・インフォーマルな社会資源を活
⽤した⽀援計画の作成、実施及びその評価を⾏う。④施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に
理解する。⑤ 総合的かつ包括的な⽀援における多職種・多機関、地域住⺠等との連携のあり⽅及びその具体
的内容を実践的に理解する

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク実習
指導II

1 選択 ○

本授業はソーシャルワーク実習Ⅰに伴う科⽬であり、実習は必ず実習指導を受けながら進められる。実習事
前学習として実習の意義の理解、ソーシャルワークに係る知識と技術の理解を深めるための個別指導及び集
団指導を⾏う。この授業の到達⽬標は、１．社会福祉⼠として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づ
く専⾨職としての姿勢を意識した⾏動ができる。２．ソーシャルワーク実習Ⅰを振り返り、実習で得た具体
的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴て、実習報告書として整理できるこ
とを⽬指す

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク実習
指導I

1 選択 ○

本授業はソーシャルワーク実習Ⅰに伴う科⽬であり、実習は必ず実習指導を受けながら進められる。実習事
前学習として実習の意義の理解、ソーシャルワークに係る知識と技術の理解を深めるための個別指導及び集
団指導を⾏う。この授業の到達⽬標は、１．ソーシャルワーク実習Ⅰの意義を理解し、説明できる。２．社
会福祉⼠として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づく専⾨職としての姿勢について説明できる。
３．ソーシャルワークに係る知識・技術を具体的かつ実践的に理解し、ソーシャルワーク機能を発揮するた
めの基本的な能⼒を⾝につけることを⽬指す

◎ ○ ○ 3



専⾨科⽬
群

福祉専⾨研究 1 選択

本科⽬では、まず国家試験対策に必要な知識を体系的に学習し、なおかつ適切な形でアウトプットできるよ
うな学習法について学ぶ。続いて、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠、介護福祉⼠といった国家資格の共通科⽬
における出題傾向・正解率などを参照しながら、ソーシャルワーカーとしての知っておかなければならない
知識のなかでも、現役受験⽣に⽋けがちな項⽬について重点的に解説する。国家試験受験までに両⽅を受講
することを基本とする

◎ ○ 1,3,10

専⾨科⽬
群

幼児国語 2 選択

話すこと・聞くこと・書くこと・読むことのそれぞれについて，学習指導すべき（したい）ことを捉え，そ
れをどのような教材を⽤い，どのような学習活動を組織することによって達成するかを考えていくという基
本姿勢とそれができる能⼒の初歩を⾝につける。 国語科教育における基本的な考え⽅の養成をねらいとして
講義する。学習指導要領の理解を出発に，⾔語能⼒養成について本質的な問題を考え，読む・書く・聞く・
話すの各領域の授業構想の基礎⼒に培う

◎ ○ 3, 4

専⾨科⽬
群

幼児⽂化論 2 選択 〇

⼦どもを取り巻く様々な環境や⽂化について学ぶことを⽬標とする。児童⽂化史を概観することによって基
礎的な知識を習得する。現代の⼦どもの⽣活⽂化や遊びについて検討し考察を深める。講義で学んだ事を児
童⽂化財制作へと展開していく。幼児⽂化と⽂化財についての講義と児童⽂化財をテーマとした制作や、⼦
どもの⽣活をテーマとした制作⾏い、発表形式の実演の演習を⾏いながら理解を深める。制作物は教育実習
などを通し活⽤し展開していく

○ ◎ 4,5

専⾨科⽬
群

保育実習（施設）I 2 選択 〇

保育実習Ⅰ（保育所）をふまえ、厚⽣労働省が定める「児童福祉施設及び指定する社会福祉施設」のうち、
福祉総合学部が個別契約した主に千葉県内の施設において90時間以上の実習を⾏う。児童福祉施設について
習得した知識と、これまで学んだ保育技術を基礎としながら、施設養護に関わる保育⼠に必要な指導技術
や、知識を習得する。さらに、施設を利⽤する⼦どもの理解や保育⼠の職務内容だけでなく、多職種の専⾨
職が相互に連携することで実践される養護活動の実際を体験的に学ぶ

◎ ○ ○ 4,10,16

専⾨科⽬
群

保育実習（保育所）II 2 選択 〇

実習（保育所）IIは，２回⽬の保育所実習で，保育⼠に関する実習の完成形となるため、以下を⽬標として1
回⽬の保育所実習よりも踏み込んだ内容を⾏う。保育所の保育を実際に実践し，保育⼠として必要な資質・
能⼒・技能・技術を習得する。また，家庭と地域の⽣活実態にふれて，⼦ども家庭福祉ニーズに対する理
解・判断⼒を養うとともに，⼦育て⽀援を⾏うために必要とされる能⼒を養う。 物的環境の配慮と構成，⼀
⼈ひとりに応じた⾔葉かけや援助，計画と記録などについても学ぶ。また，指導実習（部分・責任実習）を
⾏わせていただき，実習の総まとめとする。さらに，家庭と地域の実態にふれて，⼦ども家庭福祉のニーズ
を理解し 判断⼒や⼦育てを⽀援するために必要とされる能⼒を養う

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育実習（施設）Ⅲ 2 選択 〇

保育実習（施設）Ⅰをふまえ、厚⽣労働省が定める「児童福祉施設及び指定する社会福祉施設」のうち、福
祉総合学部が個別契約した主に千葉県内の施設において90時間以上の実習を⾏う。児童福祉施設について習
得した知識と、これまで学んだ保育技術を基礎としながら、施設養護に関わる保育⼠に必要な指導技術や、
知識を習得する。さらに、施設を利⽤する⼦どもの理解や保育⼠の職務内容だけでなく、多職種の専⾨職が
相互に連携することで実践される養護活動の実際を体験的に学び、実践の場で活⽤できる応⽤⼒を養う。

◎ ○ ○ 4,10,16

専⾨科⽬
群

保育実習指導（施設）I 1 選択 〇

保育実習（施設）Ⅰを⾏うにあたって求められる知識の習得や諸⼿続を事前に完了させ、施設における実習
を円滑に⾏えるようにするとともに、事後の実習の振り返り等を通して、保育者として必要な素養を⾝につ
ける。保育実習（施設）Ⅰに関わる知識、学習内容を・課題を明確化するとともに、保育⼠としての職業倫
理と⼦どもの最善の利益の具体化についても学ぶ。具体的な到達⽬標としては、１．保育実習の意義・⽬的
を理解する、２．実習の内容を理解し⾃らの課題を明確にする、３．実習施設における利⽤者の⼈権・権利
への配慮やプライバシーの保護と守秘義務等について理解する、４．実習の計画・実践・記録・評価の⽅法
や内容について理解する、５．事後指導を通して実習の総括と⾃⼰評価を⾏い、新たな課題や⽬標を明確に
するを掲げる

◎ ○ ○ 4,10,16

専⾨科⽬
群

保育実習指導（保育
所）II

1 選択 〇

すでに保育実習を経験をした学⽣が，そこでの学びをふりかえりつつ，保育を専⾨とする職業⼈としての第
⼀歩を踏み出すための，さらなる準備をおこなう。柔軟な感性と視野をそなえた保育⼠としての素養を⾝に
つけることをめざす。 講義や演習を通して，現場によりそった保育指導が⾏えるよう実習のカリキュラムの
しくみや，事前準備など必要な知識を学ぶ。また，実習事後には個⼈とグループで振り返りをし，定着させ
る。指導案については，事例をもとに個⼈の創意⼯夫をできる限りとりいれた計画をつくり，実際の適⽤を
経て実践的な感覚を⾝につける。

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

保育実習指導（施設）
Ⅲ

1 選択 〇

保育⼠実習の仕上げとしての施設実習（保育実習（施設）II）を円滑に進めていくための知識、学習内容を・
課題を明確化するとともに、保育⼠としての職業倫理と⼦どもの最善の利益の具体化についても学ぶ。具体
的な学習内容は、１．保育実習の意義と⽬的をあらためて理解し、保育について専⾨的総合的に学ぶ、２．
先の実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ、保育実践⼒を培う、３．保育実習（保育所／施設）Iの
体験や振り返りから出た課題への取り組みを考える、４．保育の観察・記録及び⾃⼰評価等を踏まえた保育
の改善について学ぶ、５．保育⼠の専⾨性と職業倫理について理解する、６．事後指導を通して実習の総括
と⾃⼰評価を⾏い、保育に対する課題や認識を明確にすることである。

◎ ○ ○ 4,10,16

専⾨科⽬
群

保育内容演習(表現) 1 選択 〇

乳幼児の造形的な表現における発達段階など、基礎的な知識を得ることで幼児の実態を捉え、乳幼児理解を
深める。２年で学んだ造形の基礎知識を基に、実際に現場で⽤いる多様な教材や⽤具に触れ、表現や指導⼒
を深める。また幼児の表現活動を援助するための技能、環境構成、働きかけについて学び、実践⼒を⾝につ
けることを⽬指す。造形表現の意義を理解し、保育の現場で幼児の主体的な造形表現活動を促すことができ
る指導⼒を⾝につける

○ ○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼦ども家庭⽀援論 2 選択 〇

現代⽇本における家族の姿を統計指標から把握するのと同時に、「家族の多様性」と「ジェンダーの理解」
の基本理念と実践のあり⽅を様々な⾓度から捉えることで、⼦育て家庭を⽀援する際に保育⼠として必要な
素養を⾝につけることを⽬的とする。⼦育て家庭に対する⽀援の意義・⽬的、保育の専⾨性を活かした⼦ど
も家庭⽀援の意義と基本、⼦育て家庭に対する⽀援の体制、⼦育て家庭のニーズに応じた多様な⽀援の展開
と⼦ども家庭⽀援の現状 課題について学習する

○ ○ ◎ 1,5,16

専⾨科⽬
群

幼児教育研究(遊びの
援助)

2 選択 〇

⼦どもにとっての遊び・⽣活とは何か、その意味と現状の問題などを考え、実践的な技術を⾝につけていく
というのが、本講義の趣旨である。具体的な到達⽬標は以下の通りである。１⼦どもの発達に応じた遊びを
理解する。２⼦どもの遊び・⽣活はどのように展開し、それによって⼦どもたちは何を学んでいるかを理解
する。３保育者としての遊びの理解と援助について，知識と技術を深める。４⾃信をもって指導できる遊び
100+αの実践⼒をつける。⼦どもの発達とともに遊びも変化していく。遊びとは何かを考えることから始
め、⼦どもの発達に合わせた遊びについて講義と演習を通して具体的に学んでいく。また、それらの遊びを
より効果的に実施するための技術を学ぶ

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

幼児教育⽅法論 2 選択 〇

幼児期に必要とされる養護と教育の⼀体化の中で、教育の持つ役割について理解を深める。①⼦ども達の主
体的な育ちを⽀える保育者の援助のあり⽅について理論的・実践的に学ぶ。②効率的、効果的な⽅法として
情報機器及び教材の活⽤をできるようにする 。以上を⽬標に、幼児教育の歴史的な変遷及び現代の幼児を取
り巻く環境等をしっかりと提⽰し、その分析を試みながら、幼児教育の難しさと⼤切さを把握するために必
要な教育⽅法を理論的・実践的に学んでいく。さらに、⽬まぐるしく発達、進歩する情報機器にも注⽬し、
利⽤できるものを積極的に取り⼊れ、現場で活⽤するための基本から応⽤について、指導案に⽣かせるよう
に実践指導する。幼児教育の⽅法についての講義を中⼼としながら、指導計画を⽴案する演習も取り⼊れな
がら進める。

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

地域における⼦育て⽀
援A

1 選択 〇

保育施設は地域における⼦育ての⽀援を⾏うことも重要な役割であると位置づけられている。地域における
⼦育て⽀援に関する統計、データ、実践（国内外、実習地域）を分析し、アセスメントし、現状の分析、課
題について討議し、アセスメント、エビデンスに基づく地域⼦育て⽀援実践計画（計画、実施、評価、分
析）を作成し、発表、討議する。また多様な保育環境にある保護者を理解し保育相談⽀援について、事例を
通し理解し実践につなげる授業を⾏う

○ ○ ◎ 3,4,11

専⾨科⽬
群

地域における⼦育て⽀
援B

1 選択 〇

保育施設は地域における⼦育ての⽀援を⾏うことも重要な役割であると位置づけられている。地域における
⼦育て⽀援に関する統計、データ、実践（国内外、実習地域）を分析し、アセスメントし、現状の分析、課
題について討議し、アセスメント、エビデンスに基づく地域⼦育て⽀援実践計画（計画、実施、評価、分
析）を作成し、発表、討議する。保育専⾨職として地域の⼦育て⽀援を実践できるよう、「地域における⼦
育て⽀援A」で学んだ内容を活⽤しながら、学内外⼦育て⽀援施設において実践の経験をする

○ ○ ◎ 3,4,11

専⾨科⽬
群

⼦どもの権利と福祉 2 選択

⼦どもの権利とは何か，⼦どもの権利を確かなものにするために，親の責任や国の責任は何か，国際社会に
おいて⼦どもの権利をどのように保障するか等について，「⼦どもの権利条約」を中⼼に講義をする。ま
た，地域の⼦どもたちのために何ができるか，地域の問題を⾒つけ，解決策を提案する．保育の専⾨家とし
て，⼦どもたちの権利を脅かすような問題を⾃ら発⾒し，問題解決に取り組み，⼦どもたちの福祉を実現す
る⼒をつけるため，⼦どもの権利やSDGsについて学ぶ．そして，世界や⽇本の⼦どもたちの状況を調べ，グ
ローバルな視点で⼦どもの権利と福祉に関わる地域の問題を⾒つけ，改善策を考える．

○ ◎ ○ 3,4,10

専⾨科⽬
群

⼦どもの発達と相談 2 選択 〇

出⽣から⼩学校⼊学までの乳幼児期の理解と発達相談を中⼼に授業を⾏う。幼児を理解するための⽅法を学
び、出⽣から⼩学校⼊学までの⼦どもの発達を理解し、発達相談･教育相談における相談内容、その⽀援⽅
法、連携のとり⽅などについて学ぶ。講義形式で理論を学んだ後，ロールプレイによる演習，話し合いなど
演習形式で実践的に学ぶ。この科⽬の到達⽬標は，１．保育・教育現場における幼児を理解するための理論
と⽅法を学び、⼦どもの発達に合った適切な指導ができるようになる。２．乳幼児期に起こりやすい問題に
ついて理解し、⽀援の⽅法を学ぶ。３．相談活動に役⽴つカウンセリングの基礎的な知識を理解する。

○ ◎ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

特別⽀援保育 2 選択 〇

特別な保育ニーズの理解と⽀援等の授業で習得した「障がい」、「障がい児」についての知識を実践で活か
し、障がいを持つ⼦どもたちの充実した⽣活とは何かを考え、家族を含めた⽀援のあり⽅について考える。
また，その中で、障がいを持つということ、持って⽣きるということへの考察を図る。講義科⽬ではある
が、毎回、演習や討論を取り⼊れる。この授業の到達⽬標は以下の通りである。１ 障がいについて、知識
と理解を深める。２ 障がいを持つ⼦を理解し、その⽀援の⽅法について学ぶ。３ その⼦どもにあった⽀
援ツールを作成できる

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼦どもの⼈間関係と観
察

2 選択 〇

1 幼児教育や保育、⼼理学の研究⽅法のひとつである観察法を学び、使えるようになること。2 観察を通
して、⼦どもの仲間関係や保育を理解する。3 ⼦ども理解や保育の在り⽅を理解するための客観的視点の重
要性と記録の意義を学ぶ。 以上を⽬標に、⼼理学的観察の⼿法，記録⽅法や分析⽅法について，意義、理論
を学んだ上で、観察のトレーニングを⾏う。授業形態は講義形式であるが、理論の学習だけでなく，演習を
通して実践的に学ぶ

◎ ○ 3,4



専⾨科⽬
群

保育内容演習(環境) 1 選択 〇

保育所保育指針、幼稚園教育要領における幼児教育・保育の基本の⼀つである環境についての全体構造を理
解し，環境から経験し⾝に付けていく内容と指導の留意点並びに評価の考え⽅を理解する。幼児期の発達を
踏まえながら環境を通して⼩学校との連携を保育・教育の中でどのように考え，デザイン構成できるかが⽬
標である。理論も踏まえながら，毎回，旬の保育現場の写真やVTRを視聴し⼦どもと保育・教育の臨場感を
感じながら現場に即した授業を⾏う。また，学⽣⾃⾝も保育・教育の環境となることを⾃覚する為に必要な
課題・制作・発表を⾏う

○ ◎ 14,15

専⾨科⽬
群

保育内容演習(⾔葉) 1 選択 〇

１．領域「⾔葉」のねらいと内容、及びその指導法について述べることができる。２．乳幼児期にふさわし
い環境とはどのようなものか具体的に理解できる。また、その環境の中で保育者はどのように援助をしたら
よいかを述べることができる。３．⼦どもの⾔語の獲得過程について述べることができ、合わせてその過程
において保育者はどのように援助したらよいかについて述べることができる。４．⼦どもが好奇⼼・探究⼼
をもってかかわりたくなるような保育教材を⼯夫して作り、発表できる。以上を⽬標とし、「幼児教育で育
みたい資質・能⼒」を柱としながら乳幼児期の⾔葉の発達を踏まえた領域「⾔葉」のねらいや内容を踏ま
え、「経験したことや考えたことなどを⾃分なりの⾔葉で表現」したり、「⼈の話を注意して聞こう」とし
たり、⾔葉の楽しさに気付くなどがどのような保育で実現されるのかについて理解を深める。

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育実践と表現A 1 選択

地域の幼児を招いて12⽉に開催される「クリスマス会」において、表現系授業の総合的実践として、「⼦ど
も⾃ららが児童⽂化財に親しむ体験」機会の提供を通し、観点や⼿法など⽣きた学習を実践する。物語を取
り上げた視聴覚作品を企画・制作し、幼児教育現場の「表現」や「関⼼」における⾳楽の重要性、有効性、
可能性を学ぶために⼿法としてリズム遊び、ごっこ遊び、歌の創作やアンサンブルの⼿法を学習する。さら
に「⾝近なものの⾳や⾳⾊、⼈の声や⾳楽等に親しむ体験」「⾝近な⾃然、ものの⾊や形、それらのイメー
ジに親しむ体験」を⼦どもが出来るための⾳楽的領域⼿法を考察する

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

保育実践と表現B 1 選択

地域の幼児を招いて12⽉に開催される「クリスマス会」において、表現系授業の総合的実践として、「⼦ど
も⾃ららが児童⽂化財に親しむ体験」機会の提供を通し、観点や⼿法など⽣きた学習を実践する。物語を取
り上げた視聴覚作品を企画・制作し、幼児教育現場の「表現」や「関⼼」における⾳楽の重要性、有効性、
可能性を学ぶために⼿法としてリズム遊び、ごっこ遊び、歌の創作やアンサンブルの⼿法を学習する。さら
に「⾝近なものの⾳や⾳⾊、⼈の声や⾳楽等に親しむ体験」「⾝近な⾃然、ものの⾊や形、それらのイメー
ジに親しむ体験」を⼦どもが出来るための⾳楽的領域⼿法を考察する

○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼦どもの⽣活と遊びA 1 選択

⼦どもの⾝近な環境や⽣活の中にある様々なものを使って造形表現や遊び道具の制作を⾏なっていく。授業
は、主に制作演習を通じて⾏う。学⽣⾃⾝が普段の⽣活の中で、様々なものの可能性を感じながら、材料や
素材集めを⾏って制作することで、想像⼒や表現⼒を養い学び、将来の⼦どもとの関わりへと繋げていく。
表現活動や⼿作りできる遊び道具の制作を⾏い、季節や児童⽂化財、伝承遊びを取り⼊れ、実際に制作した
ものでの遊びも体験しながら ⼦どもへの理解を深めていく

○ ○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼦どもの⽣活と遊びB 1 選択

⼦どもの⾝近な環境や⽣活の中にある様々なものを使って造形表現や遊び道具の制作を⾏なっていく。授業
は、主に制作演習を通じて⾏う。学⽣⾃⾝が普段の⽣活の中で、様々なものの可能性を感じながら、材料や
素材集めを⾏って制作することで、想像⼒や表現⼒を養い学び、将来の⼦どもとの関わりへと繋げていく。
表現活動や⼿作りできる遊び道具の制作を⾏い、季節や児童⽂化財、伝承遊びを取り⼊れ、実際に制作した
ものでの遊びも体験しながら ⼦どもへの理解を深めていく

○ ○ ◎ 3,4

専⾨科⽬
群

⼼理療法論 2 選択

現在、何らかの⼼の問題や不適応感を持つ⼈は多い。また、そこから⾃⼰とは何か、どう⽣きたらいいの
か、何を信じたらいいのかなどの問題に何らかの解決を⾒出す⼈がいることも事実である。この授業では、
⼼理療法の基本となる理論と⽅法を学習し、⼼理療法からみた⼼の構造や機能、⼼の治療の基本メカニズ
ム、カウンセラーとクライエント関係、⼼の発達と成熟などを考えることで、⼈の⼼をより深く理解するこ
とをめざす。また、そのことで、⾃⼰、⽣き⽅、信条などの問題を考えるきっかけを得る。できるだけ各⼼
理療法に関連する⼼理尺度、⼼理テストなどを⽤いて、⾃⼰を測定することを試みる。 

◎ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助演習I 1 選択 ○

精神保健福祉⼠国家資格は、理論を基礎に演習に進み、最終的のその成果を実習で試⾏することで受験資格
が取得される。演習はその意味で、理論と実践の「橋渡し」をすることが⽬標である。この授業では、精神
保健福祉に関する知識や援助についての理論的学習をもとに、精神保健福祉⼠に求められる相談援助の実
際、特にその基本となる援助技術の⽅法を実践的に習得するとともに、その⽅法を専⾨的援助技術として概
念化し理論化し体系⽴てることができる資質と能⼒を養う。具体的には、相談援助にかかわる基礎的な知識
と技術に関する具体的な実技を体験し習得する

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助演習
II

1 選択 ○

精神保健福祉⼠国家資格は、理論を基礎に演習に進み、最終的のその成果を実習で試⾏することで受験資格
が取得される。演習はその意味で、理論と実践の「橋渡し」をすることが⽬標である。この授業では、精神
保健福祉に関する知識や援助についての理論的学習をもとに、精神保健福祉⼠に求められる相談援助の実
際、特にその基本となる援助技術の⽅法を実践的に習得するとともに、その⽅法を専⾨的援助技術として概
念化し理論化し体系⽴てることができる資質と能⼒を養う。具体的には、精神保健福祉援助演習Ⅰの学びを
ふまえて地域福祉の基盤整備と開発について理解し、概念化し、理論化・体系化できるようになることが⽬
標となる

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助実習
指導I

1 選択 ○

授業では個別指導及び集団指導を通して、以下について学びを深める。１ 精神保健医療福祉の現状に関す
る基本的な理解 ２ 実習施設・機関・病院に関する基本的な理解 ３ 実習先で必要とされる精神保健福
祉援助に係る専⾨的知識と技術に関する理解 ４ 精神保健福祉⼠に求められる職業倫理と法的責務に関す
る理解 ５ 実習ノートへの記録内容及び⽅法に関する理解 授業では、専⾨的な知識や技能を論理的かつ
批判的思考⼒及び判断⼒のもと 主体的に活⽤する⼒を習得する

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助実習
指導II

1 選択 ○

精神保健福祉領域での現場体験（120時間）を通して精神保健福祉⼠として仕事をすすめていく上で必要な
「専⾨知識」「専⾨技術」及び「関連知識」の内容の理解を深めると共に、職業倫理について学び、福祉専
⾨職員になるための⾃覚を養成する。併せて、福祉施設・機関の利⽤者、他機関との関係・連携、利⽤者の
家族関係と⽀援者、地域社会のあり⽅等についても理解を深める。なお授業では、内容に応じて個別指導及
び集団指導を⾏う

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助実習I 4 選択 ○

精神保健福祉援助実習1では、120時間の地域に関わる実習を通して、以下について体得・理解を深める。
（１）精神保健福祉援助並びに障害者の相談援助に係る専⾨的知識と技術について具体的かつ実際的に理解
し実践的な技術等を体得する。（２）精神障害者の置かれている現状を理解し、⽣活実態や課題を把握す
る。（３）精神保健福祉援助に係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術などを体得
する。（４）精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握など、総合的
に対応できる能⼒を習得する。（５）総合的かつ包括的な地域⽣活⽀援と関連分野の専⾨職との連携につい
て理解する

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ボランティア・コー
ディネート論

2 選択

本講義では、ボランティア活動の実態と動向、社会的な意義と課題、ボランティアコーディネートの役割と
あり⽅について学ぶ。さらに、国や⾃治体等の政策動向をふまえ、ボランティア活動について理解を深め、
求められるボランティア・コーディネートについて考察する。本講義における到達⽬標は、地域活動のコー
ディネーターとして、地域社会の課題把握、解決を⽬指し、ボランティア活動を企画、調整について理解で
きることである

○ ◎ ○ 3, 8, 11

専⾨科⽬
群

キャリア⽇本語(進学) 2 選択

この授業は、論⽂の書き⽅と⼤学院進学準備のための科⽬である。⼤学院進学のための必要なスキルと論⽂
の書き⽅を主に学ぶ。具体的には、⼤学院の探し⽅、⼤学院の分析、資料の取り寄せ⽅、志望動機の書き⽅
などを学ぶ。この授業では、読む・話す・書く・聞くの４技能をバランスよく学びます。専⾨については、
学習者が⾃ら資料を探し、発表し、学部で⾝につけておかなければならない⾃分の専⾨について、語れる、
発表できる 論じられる内容の知識を⾝につける

○ ◎ 17

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク演習
III

1 選択 ○

 この授業では、「ソーシャルワーク演習Ⅱ」をふまえ、ソーシャルワークの理論と実践とを統合する⼒を
養成する。ミクロからマクロレベルの実践領域に対して、ソーシャルワークの価値、知識、技術を様々な事
例を活⽤しながら具体的に転換できる⼒を養うため以下2点を⽬標とする。①ミクロ・メゾ・マクロレベルに
おけるソーシャルワークの対象と展開過程、実践モデルとアプローチについて実践的に理解する。②実践の
質の向上を図るため、スーパービジョン、コンサルテーションについて体験的に理解する。特に、1）ミク
ロ・メゾ・マクロレベルのソーシャルワークの対象に対する実践モデルを適⽤した⽀援展開について理解す
る、2）スーパービジョン・コンサルテーションについて理解することを⽬指す。

○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク演習
IV

1 選択 ○

この授業では、「ソーシャルワーク演習Ⅲ」をふまえ、ソーシャルワークの理論と実践とを統合する⼒を養
成する。ミクロからマクロレベルの実践領域に対して、ソーシャルワークの価値、知識、技術を様々な事例
を活⽤しながら具体的に転換できる⼒を養うため以下2点を⽬標とする。①実習を通じて体験した事例につい
て、事例検討や事例研究を実際に⾏い、その意義や⽅法を具体的に理解する。②ソーシャルワークの実践に
必要な知識と技術の統合を⾏い、専⾨的援助技術として概念化し理論化し体系⽴てていくことができる能⼒
を習得する

○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク実習
II

2 選択 ○

本授業は、「厚⽣省告⽰第203号および265号」指定施設において必要な実習を⾏うものであり、60時間相当
の配属実習を実施する。授業の⽬的・ねらいは以下の通りである。① ソーシャルワークの実践に必要な各科
⽬の知識と技術を統合し、社会福祉⼠としての価値と倫理に基づく⽀援を⾏うための実践能⼒を養う。②⽀
援を必要とする⼈や地域の状況を理解し、その⽣活上の課題（ニーズ） について把握する。③ ⽣活上の課題
（ニーズ）に対応するため、⽀援を必要とする⼈の内的資源やフォーマル・インフォーマルな社会資源を活
⽤した⽀援計画の作成、実施及びその評価を⾏う。④ 施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に
理解する。⑤ 総合的かつ包括的な⽀援における多職種・多機関、地域住⺠等との連携のあり⽅及びその具体
的内容を実践的に理解する

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

ソーシャルワーク実習
指導III

1 選択 ○

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ・Ⅱの学びを基盤として、実習事前学習として実習の意義の理解、ソーシャル
ワークに係る知識と技術を実践的に理解するため、実習中・後には実習を振り返り、実習での体験を概念化
し理論化するための個別指導及び集団指導を⾏うものとする。到達⽬標は、１．ソーシャルワーク実習Ⅱの
意義を理解し、説明できる。２．社会福祉⼠として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づく専⾨職と
しての姿勢を意識した⾏動ができ、⾃⾝の⾏動の根拠を説明できる。３，ソーシャルワークに係る知識・技
術を具体的かつ実践的に理解し、ソーシャルワーク機能を発揮するための基礎的な能⼒を⾝につけ実践でき
る。４．実習を振り返り、実習で得た具体的な体験や援助活動を、専⾨的援助技術として概念化し理論化し
体系⽴てていくことができる⾃分⾃⾝の総合的な能⼒を⾔語化できることを⽬指す。

◎ ○ ○ 3

専⾨科⽬
群

福祉応⽤研究I 1 選択

本科⽬では、福祉専⾨研究で学習した国家試験対策に必要な知識を体系的について適切な形でアウトプット
できるような学習法について復習する。そのうえで社会福祉⼠・精神保健福祉⼠国家資格の共通科⽬におけ
る出題傾向・正解率などを参照しながら、ソーシャルワーカーとしての知っておかなければならない知識の
なかでも、現役受験⽣に⽋けがちな基本的な項⽬について、重点的に解説して理解を深め、国家試験合格に
向けた基礎的な知識の⼟台を作る

◎ ○ 1,3,10



専⾨科⽬
群

福祉応⽤研究II 1 選択

社会福祉応⽤研究Ⅰの学習成果を前提として、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠・介護福祉⼠の受験資格をも
ち、かつ現役での合格を⽬指している者を対象に、過去の国家試験から頻出テーマを抽出し、頻出テーマに
ついて学習することを通じて、国家試験に対応するために効率的に学習を⾏うのと同時に、社会福祉⼠・精
神保健福祉⼠・介護福祉⼠として必要な知識の定着化をはかっていく。頻出テーマの抽出と過去問解説は受
講⽣に⾏ってもらう 

◎ ○ 1,3,10

専⾨科⽬
群

福祉応⽤研究III 1 選択

社会福祉応⽤研究Ⅱの学習成果を前提として、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠・介護福祉⼠の受験資格をも
ち、かつ現役での合格を⽬指している者を対象に、過去の国家試験の頻出テーマに関連する過去問の演習を
反復して⾏うことを通じて、国家試験に対応するために効率的に学習を⾏うのと同時に、社会福祉⼠・精神
保健福祉⼠・介護福祉⼠として必要な知識の定着化をはかっていく。頻出テーマの抽出と過去問解説は受講
⽣に⾏ってもらう 

○ ◎ 1,3,10

専⾨科⽬
群

福祉応⽤研究IV 1 選択

社会福祉応⽤研究Ⅲの学習成果を前提として、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠・介護福祉⼠の受験資格をも
ち、かつ現役での合格を⽬指している者を対象に、①過去の国家試験から頻出テーマを抽出しこれについて
学習し、②頻出テーマに関連する過去問の演習を反復して⾏う。①②を通じて、国家試験に対応するために
効率的に学習を⾏うのと同時に、社会福祉⼠・精神保健福祉⼠・介護福祉⼠として必要な知識の定着化をは
かっていく。頻出テーマの抽出と過去問解説は受講⽣に⾏ってもらう 。毎⽉１回の模擬試験を実施すること
により頻出事項を繰り返し覚え 知識の定着を図る

○ ◎ 1,3,10

専⾨科⽬
群

保育・教職実践演習A 1 選択 〇

⼤学４年間で学んだ保育に関する知識、保育実習・教育実習・ボランティア等で得られた技能を統合し、こ
れまでの保育・教職課程を振り返り、保育者として責任を果たすうえで、不⾜しているものを再確認し、そ
れを補う⽅法をフィールドワークをとおし発⾒し、学び、実践で活躍できる保育者を⽬指す。保育実習／教
育実習を終了し、保育者を希望する学⽣が模擬保育や保育現場に出かけて幼児と直接関わり、保育指導、教
材の準備、教室環境の整備などの総合的な保育体験を⾏う。授業形態は演習形式で，模擬保育等を⾏った後
には 履修者全員で話し合い 新たな気づきを得る

◎ ○ ○ 3,4,11

専⾨科⽬
群

保育・教職実践演習B 1 選択 〇

⼤学４年間で学んだ保育に関する知識、保育実習・教育実習・ボランティア等で得られた技能を統合し、こ
れまでの保育・教職課程を振り返り、保育者として責任を果たすうえで、不⾜しているものを再確認し、そ
れを補う⽅法をフィールドワークをとおし発⾒し、学び、実践で活躍できる保育者を⽬指す。保育実習／教
育実習を終了し、保育者を希望する学⽣が模擬保育や保育現場に出かけて幼児と直接関わり、保育指導、教
材の準備、教室環境の整備などの総合的な保育体験を⾏う。授業形態は演習形式で，模擬保育等を⾏った後
には、履修者全員で話し合い、新たな気づきを得る。なお、保育・教職実践演習Bでは、Aより⼀層実践的な
経験を積む内容とする

◎ ○ ○ 3,4,11

専⾨科⽬
群

教育実習(事前及び事
後指導を含む)

5 選択 〇

幼稚園教諭としての基礎的な保育技術や知識を習得し、実践の場で活⽤できる⼒を養う。幼稚園教諭の職
務、他職種との連携、⼈権教育、⼦ども理解と保育技術、⼦育て⽀援について理解を深め、幼稚園での実習
を円滑に⾏えるようにするとともに、事後の実習振り返りを通して、幼稚園教諭として必要な素養を⾝につ
ける。教育実習は、これまでの保育実習経験と３年次までの全ての学習経験をふまえ、幼稚園教諭に必要な
指導技術や知識を習得する。実習園で責任を果たしていくために、⼤学での事前指導において万全の準備を
⾏い、教育実習に臨む教員としての態度と姿勢さらに、⼦どもの発達の理解とそれにあった指導案を考え、
それを実施できる能⼒を養う。授業は講義および演習で事前学習を⾏い（実習準備）、4週間の教育実習を実
施、実習後は実習について振り返りのバズセッションや⾯談を通して、実習での学びを深める。

◎ ○ ○ 3,4

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助演習
III

1 選択 ○

精神保健福祉⼠国家資格は、理論を基礎に演習に進み、最終的のその成果を実習で試⾏することで受験資格
が取得される。演習はその意味で、理論と実践の「橋渡し」をすることが⽬標である。この授業では、精神
保健福祉に関する知識や援助についての理論的学習をもとに、精神保健福祉⼠に求められる相談援助の実
際、特にその基本となる援助技術の⽅法を実践的に習得するとともに、その⽅法を専⾨的援助技術として概
念化し理論化し体系⽴てることができる資質と能⼒を養う。具体的には、精神保健福祉援助演習Ⅱの学びを
ふまえて事例の検討やロールプレイなどの演習により学習を進める

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助実習
指導III

1 選択 ○

精神科医療機関における精神保健福祉実習を通して、（１）精神保健福祉援助並びに障害者の相談援助に係
る専⾨的知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。（２）精神障害者の置
かれている現状を理解し、⽣活実態や課題について把握する。（３）精神保健福祉援助に係る知識と技術に
ついて具体的かつ実際的に理解し実践的な技術などを体得する。（４）精神保健福祉⼠として求められる資
質、技能、倫理、⾃⼰に求められる課題把握など、総合的に対応できる能⼒を習得する。（５）総合的かつ
包括的な地域⽣活⽀援と関連分野の専⾨職と連携のあり⽅及びその具体的な内容を実践的に理解する.

○ ○ ◎ ○ 3

専⾨科⽬
群

精神保健福祉援助実習
II

3 選択 ○

精神保健福祉援助実習1では、90時間以上の精神科医療機関における実習体験及び実習指導者による指導を通
して、以下の事項について達成する。（１）精神保健福祉援助並びに障害者の相談援助に係る専⾨的知識と
技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する。（２）精神障害者の置かれている現状
を理解し、⽣活実態や課題について把握する。（３）精神保健福祉援助に係る知識と技術について具体的か
つ実際的に理解し実践的な技術などを体得する。（４）精神保健福祉⼠として求められる資質、技能、倫
理、⾃⼰に求められる課題把握など、総合的に対応できる能⼒を習得する。（５）総合的かつ包括的な地域
⽣活⽀援と関連分野の専⾨職と連携のあり⽅及びその具体的な内容を実践的に理解する。

○ ○ ◎ ○ 3

SDGʼｓ 17の⽬標

8. 働きがいも経済成⻑も… 「包摂的かつ持続可能な経済成⻑及びすべての⼈々の完全かつ⽣産的な雇⽤と働きがいのある⼈間らしい雇⽤（ディーセント・ワーク）を促進する」
9. 産業と技術⾰新の基盤をつくろう…「強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る」
10. ⼈や国の不平等をなくそう…「各国内及び各国間の不平等を是正する」

1. 貧困をなくす…「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」
2. 飢餓をゼロに…「飢餓を終わらせ、⾷料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する」
3. ⼈々に保健と福祉を…「あらゆる年齢のすべての⼈々の健康的な⽣活を確保し、福祉を促進する」
4. 質の⾼い教育をみんなに…「すべての⼈々への包摂的かつ公正な質の⾼い教育を提供し、⽣涯学習の機会を促進する」

17. パートナーシップで⽬標を達成しよう…「持続可能な開発のための実施⼿段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する」

11. 住み続けられるまちづくりを…「包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び⼈間居住を実現する」
12. つくる責任つかう責任…「持続可能な⽣産消費形態を確保する」
13. 気候変動に具体的な対策を…「気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる」
14. 海の豊かさを守ろう…「持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利⽤する」
15. 陸の豊かさも守ろう…「陸域⽣態系の保護、回復、持続可能な利⽤の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに⼟地の劣化の阻⽌・回復及び⽣物多様性の損失を阻⽌する」
16. 平和と公正をすべての⼈に…「持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての⼈々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築す

5. ジェンダー平等を実現しよう…「ジェンダー平等を達成し、すべての⼥性及び⼥児の能⼒強化を⾏う」
6. 安全な⽔とトイレを世界中に…「すべての⼈々の⽔と衛⽣の利⽤可能性と持続可能な管理を確保する」
7. エネルギーをみんなに、そしてクリーンに…「すべての⼈々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する」


